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文
学
研
究
論
集
第
3
6
号
1
2
・
2

論
文
受
付
日
　
二
〇
一
↓
年
十
月
三
日

大
学
院
研
究
論
集
委
員
会
承
認
日
　
二
〇
一

一
年
十
一
月
九
日

『
遺
老
説
伝
』
注
釈
（
1
0
）

　
各
話
の
末
尾
に
は
、
当
該
箇
所
の
注
釈
を
担
当
し
た
者
の
氏
名
を
記
し
て
あ
る
。

各
話
に
対
す
る
語
注
・
補
説
は
、
そ
の
担
当
者
が
各
々
の
責
任
の
も
と
に
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
記
述
内
容
は
討
議
を
重
ね
た
結
果
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
前
回
に
引
き
続
き
第
六
七
話
か
ら
、
紙
幅
の
都
合
上
、
第
七
二
話
ま
で
を

取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。
以
降
も
引
き
続
き
注
釈
作
業
を
お
こ
な
い
、
あ
る
程
度
の

ま
と
ま
り
を
も
っ
て
、
定
期
的
に
発
表
を
し
て
ゆ
く
考
え
で
あ
る
。

巻
第
二
　
第
六
七
話
～
第
七
二
話

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
　
遺
老
説
伝
、
注
釈
、
説
話
、
琉
球
、
球
陽

↓
冨
き
8
富
鉱
8
0
＝
層
8
の
⑦
房
巳
8
（
H
O
）

博
士
後
期
課
程

日
本
文
学
専
攻
　
二
〇
〇
七
年
度
入
学

堂
野
前
　
　
彰
　
　
子

　
　
　
　
】
）
0
2
0
H
≦
》
国
》
匹
吋
O

【
論
文
要
旨
】

　
『
遺
老
説
伝
』
は
、
琉
球
王
府
解
体
期
ま
で
書
き
継
が
れ
た
史
書
『
球
陽
』
の
外

巻
と
し
て
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
中
葉
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
、
琉
球
唯
一

の
説
話
集
で
あ
る
。

　
本
書
に
関
し
て
、
簡
単
な
語
釈
と
読
み
下
し
を
施
し
た
テ
キ
ス
ト
が
、
現
在
ま
で

に
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
一
話
一
話
が
も
つ
世
界
観
に

深
く
踏
み
込
ん
だ
注
釈
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
本
編
は
そ
う
し
た
こ
と
に
鑑

み
て
、
一
話
一
話
を
正
確
に
読
み
、
漢
文
の
語
彙
の
意
味
を
探
索
し
、
補
説
で
そ
の

説
話
の
も
っ
て
い
る
背
景
、
意
義
、
機
能
等
に
つ
い
て
、
紙
数
の
許
す
限
り
丁
寧
に

記
述
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

凡
例

、
本
注
釈
は
、
漢
文
体
の
原
文
、
お
よ
び
そ
の
訓
読
、
語
注
、
補
説
と
か
ら
な
る
。

、
本
文
は
、
主
に
沖
縄
文
化
史
料
集
成
（
嘉
手
納
宗
徳
編
訳
）
の
校
本
を
参
照
し
、

学
芸
社
刊
の
『
遺
老
説
伝
』
（
島
袋
盛
敏
訳
）
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
ま
た
適
宜
諸

本
（
伊
波
文
庫
本
、
宮
良
殿
内
本
、
護
得
久
本
）
に
よ
っ
て
校
訂
を
加
え
た
。
原

文
に
付
さ
れ
る
返
点
は
、
私
案
に
よ
る
。

、
訓
読
は
、
右
の
校
訂
に
よ
っ
て
作
成
し
た
漢
文
体
の
原
文
を
訓
み
下
し
た
も
の

で
あ
る
。
訓
み
下
し
に
あ
た
っ
て
は
、
沖
縄
文
化
史
料
集
成
の
本
文
を
参
考
に
し

た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
私
案
に
よ
っ
た
部
分
も
あ
る
。

一、

{
文
の
前
に
附
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
話
番
号
を
示
し
て
い
る
。

一、

ｴ
文
の
割
注
箇
所
は
（
）
に
入
れ
て
区
別
し
た
。

一、

齟
高
ﾍ
、
可
能
な
限
り
詳
細
に
施
し
た
。

一、

竦
烽
ﾍ
、
語
注
で
述
べ
き
れ
な
か
っ
た
内
容
を
記
し
た
。
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一
　
語
注
中
の
↓
印
は
、
参
照
箇
所
を
意
味
す
る
。

一
　
本
注
釈
中
で
引
用
さ
れ
た
主
な
書
名
の
略
称
と
そ
の
底
本
は
、
以
下
の
通
り
。

○
『
遺
老
説
伝
』
活
字
本
文

　
・
角
川
本
　
　
　
　
↓
嘉
手
納
宗
徳
編
訳
『
球
陽
外
巻
遺
老
説
伝
　
原
文
・
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
し
』
（
沖
縄
文
化
史
料
集
成
6
）
角
川
書
店
　
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
年

　
・
学
芸
社
本
　
　
　
↓
島
袋
盛
敏
訳
『
球
陽
外
巻
遺
老
説
伝
』
学
芸
社
　
一
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年

○
『
遺
老
説
伝
』
の
主
な
諸
本

　
・
伊
波
本
1

　
・
伊
波
本
亘

　
・
護
得
久
本

　
・
宮
良
殿
内
本

　
・
尚
家
本

○
そ
の
他

　
・
由
来
記

　
・
旧
記

　
・
中
山
世
鑑

↓
伊
波
普
猷
文
庫
　
四
巻
本
　
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵

↓
伊
波
普
猷
文
庫
　
三
巻
本
　
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵

↓
東
恩
納
寛
惇
文
庫
　
護
得
久
朝
常
毛
筆
写
本
　
四
巻
本

　
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵

↓
宮
良
殿
内
文
庫
本
　
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵

↓
尚
家
御
側
本
　
那
覇
市
歴
史
博
物
館
蔵

↓
横
山
重
他
編
『
琉
球
国
由
来
記
』
（
琉
球
史
料
叢
書
）
井

　
上
書
店

↓
横
山
重
他
編
『
琉
球
国
旧
記
』
（
琉
球
史
料
叢
書
）
井
上

　
書
店

↓
横
山
重
他
編
『
中
山
世
鑑
』
（
琉
球
史
料
叢
書
）
井
上
書

　
店

・
中
山
世
譜

・
球
陽

・
神
道
記

・
お
も
ろ
さ
う
し

・
御
嶽
由
来
記

・
雍
正
旧
記

・
宮
古
嶋
記
事

・
記
事
仕
次

、
本
注
釈
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

た
。
紙
幅
の
都
合
上
、

あ
る
が
、
な
お
遺
漏
の
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

、
な
お
今
回
の
注
釈
は
木
村
淳
也
、

　
　
球
陽
　
外
巻
二

　
　
6
7

↓
横
山
重
他
編
　
票
温
本
『
中
山
世
譜
』
（
琉
球
史
料
叢
書
）

　
井
上
書
店

↓
球
陽
研
究
会
編
『
球
陽
　
原
文
編
』
『
球
陽
　
読
み
下
し

　
編
』
（
沖
縄
文
化
史
料
集
成
5
）
角
川
書
店

↓
横
山
重
編
著
『
琉
球
神
道
記
』
大
岡
山
書
店

↓
外
間
守
善
　
西
郷
信
綱
校
注
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
（
日
本

　
思
想
大
系
1
8
）
岩
波
書
店

↓
小
島
婆
禮
校
注
『
神
道
大
系
神
社
編
5
2
沖
縄
』
所
収
康
煕

　
三
六
年
本
『
宮
古
島
旧
記
』
神
道
大
系
編
纂
会

↓
小
島
理
禮
校
注
『
神
道
大
系
神
社
編
5
2
沖
縄
』
所
収
雍
正

　
五
年
本
『
宮
古
島
旧
記
』
神
道
大
系
編
纂
会

↓
小
島
婆
禮
校
注
『
神
道
大
系
神
社
編
5
2
沖
縄
』
所
収
『
宮

　
古
嶋
記
事
』
神
道
大
系
編
纂
会

↓
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
平
良
市
史
第
三
巻
資
料
編

　
1
』
所
収
『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
平
良
市
役
所

　
　
　
　
　
　
多
く
の
先
学
の
著
書
・
論
文
か
ら
教
示
を
得

　
当
該
箇
所
に
お
い
て
書
名
・
氏
名
の
み
を
記
し
た
箇
所
も

　
　
　
　
　
成
者
赫
、
堂
野
前
彰
子
の
三
名
が
担
当
し
た
。

　
　
遺
老
説
伝
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【
原
文
】

一
往
昔
之
世
、
浦
添
郡
城
間
邑
、
有
二
羽
地
祝
女
者
一
。
自
二
那
覇
一
坐
レ
船
蹄
レ
郷
、

　
行
到
二
洋
中
一
、
陸
遭
二
逆
風
一
。
欄
－
二
破
船
隻
一
、
祝
女
溺
死
。
近
塵
之
人
、
深

　
哀
」
一
佃
之
一
、
牧
二
其
死
骨
一
、
葬
二
之
子
古
重
嶽
「
（
神
名
日
二
羽
地
郡
筑
用
加

　
那
志
一
）
。
至
二
干
後
日
一
、
屡
見
二
霞
感
｝
、
無
二
疇
不
一
レ
鷹
。
遂
爲
二
崇
信
而
祈

薦
一
焉
。

【
訓
読
】

一
往
昔
の
世
、
浦
添
郡
城
間
邑
に
、
羽
地
祝
女
な
る
者
有
り
。
那
覇
よ
り
船
に
坐
し

　
て
郷
に
蹄
る
と
き
、
行
き
て
洋
中
に
到
り
、
陸
か
に
逆
風
に
遭
ふ
。
船
隻
を
欄
破

　
し
て
、
祝
女
溺
死
す
。
近
庭
の
人
、
深
く
之
れ
を
哀
憶
し
、
其
の
死
骨
を
牧
め
、

　
之
れ
を
古
重
嶽
（
神
名
を
羽
地
郡
筑
用
加
那
志
と
日
ふ
）
に
葬
る
。
後
日
に
至
り
、

　
屡
≧
盤
感
を
見
は
し
、
疇
り
て
鷹
ぜ
ざ
る
は
無
し
。
遂
に
崇
信
し
て
祈
薦
を
爲
す
。

【
語
注
】

○
浦
添
郡
城
間
邑
…
「
浦
添
郡
」
↓
第
七
話
語
注
。
「
城
間
村
」
は
、
屋
富
祖
村
の

北
に
位
置
。
浦
添
間
切
最
大
の
村
で
、
東
は
伊
祖
村
、
北
は
牧
湊
村
、
西
は
海
に
面

す
る
。
『
浦
添
市
史
』
に
よ
る
と
、
古
代
、
又
吉
地
区
と
の
併
合
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
、
と
の
伝
承
が
あ
る
と
い
う
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
「
く
す
く
ま
の
こ
は
も

り
」
（
巻
一
五
・
一
〇
六
五
）
。
『
琉
球
国
高
究
帳
』
に
同
村
名
が
み
え
て
お
り
、
『
由

来
記
』
に
は
コ
バ
森
・
ア
マ
カ
ケ
ノ
嶽
・
古
重
嶽
・
波
平
森
等
の
拝
所
が
記
さ
れ

る
。
現
在
、
旧
村
域
西
部
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
牧
港
補
給
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

○
羽
地
祝
女
…
『
由
来
記
』
で
は
「
羽
地
巫
」
、
『
旧
記
』
で
拡
「
羽
地
巫
女
」
と
記

載
。
羽
地
間
切
の
祝
女
の
こ
と
か
（
↓
補
説
）
。
0
那
覇
…
↓
第
九
話
語
注
。
0
欄

破
…
『
歴
代
宝
案
』
訳
注
本
の
語
注
に
「
船
が
浅
瀬
な
ど
に
の
り
あ
げ
て
動
け
な
く

な
る
こ
と
」
と
あ
り
、
「
閣
破
」
で
「
座
礁
の
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
第
四
九
話
に

も
同
用
例
あ
り
。
○
哀
仙
…
あ
わ
れ
み
め
ぐ
む
。
○
古
重
嶽
…
浦
添
市
港
川
・
崎
原

に
あ
る
御
嶽
。
『
由
来
記
』
に
よ
る
と
城
間
ノ
ロ
が
祭
祀
を
掌
っ
た
。
神
名
は
、
本

話
で
は
「
羽
地
郡
筑
用
加
那
志
」
と
記
さ
れ
る
が
、
『
由
来
記
』
に
は
「
羽
地
コ
イ

チ
コ
イ
チ
ヨ
ウ
ガ
ナ
シ
」
。
『
浦
添
市
史
』
は
「
古
重
嶽
は
亀
瀬
に
あ
っ
た
」
と
し
、

「
漂
着
し
た
羽
地
ノ
ロ
を
葬
し
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
と
し
て
御
嶽
に
し
た
と
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ミ
　
ジ
　

れ
、
旅
祈
願
所
に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
　
亀
瀬
は
、
牧
港
補
給
地
区
の
北
方
に

あ
る
「
空
寿
崎
」
の
こ
と
。
ま
た
『
中
頭
郡
誌
』
所
載
の
「
中
頭
郡
全
図
」
に
は

「
コ
チ
ョ
ノ
サ
キ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
古
重
」
「
空
寿
」
「
コ
チ
ヨ
」
の
名
称
は
、

何
れ
も
御
嶽
の
神
名
が
転
説
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
補
説
】

　
本
話
は
『
由
来
記
』
巻
一
四
「
古
重
嶽
」
条
、
『
旧
記
』
巻
之
六
「
古
重
嶽
」
条

に
依
る
。
海
で
遭
難
し
た
ノ
ロ
の
遺
骸
を
葬
っ
た
場
所
が
御
嶽
と
な
っ
た
と
い
う
、

御
嶽
由
来
課
で
あ
る
。

　
本
話
は
、
羽
地
ノ
ロ
を
城
間
村
出
身
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
『
由
来
記
』
、

『
旧
記
』
の
本
文
は
、
那
覇
か
ら
の
帰
途
で
溺
死
し
た
と
記
す
の
み
で
、
出
身
の
こ

と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
代
々
の
ノ
ロ
は
、
就
任
す
る
と
王
府
か
ら
の
辞
令
交
付
が

あ
り
、
首
里
に
上
っ
て
自
分
の
属
す
る
地
方
（
間
切
）
を
管
轄
す
る
オ
オ
ア
モ
シ
ラ

レ
と
と
も
に
祈
る
と
い
う
。
ま
た
国
王
の
崩
御
や
聞
得
大
君
の
就
任
に
際
し
て
も
、

中
央
へ
と
ノ
ロ
が
召
集
さ
れ
た
。
本
話
の
羽
地
ノ
ロ
は
そ
の
よ
う
な
召
集
か
ら
の
帰

一187一



途
で
遭
難
し
た
と
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
「
羽
地
ノ
ロ
」
と
い
う
存

在
は
、
『
由
来
記
』
な
ど
に
お
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
高
良
倉
吉
「
琉
球
辞
令
書

の
一
覧
表
と
収
集
現
況
」
に
記
さ
れ
た
過
渡
期
（
島
津
侵
入
～
向
象
賢
摂
政
就
任
）

の
辞
令
書
に
、
「
羽
地
間
切
の
大
ノ
ロ
ク
モ
イ
」
な
る
職
が
見
え
る
が
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。

　
古
重
嶽
は
、
東
シ
ナ
海
に
臨
む
岬
・
空
寿
崎
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
本
話
で
説

か
れ
る
「
霊
感
」
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
『
浦
添
市
史
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
↓

語
注
）
、
航
海
の
安
全
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
霊
験
あ
ら
た
か
な

人
物
の
骨
を
「
神
骨
」
と
し
、
そ
れ
が
埋
葬
さ
れ
た
場
所
を
御
嶽
と
し
て
崇
め
る
と

い
う
御
嶽
由
来
説
話
は
、
本
書
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
型
で
あ
り
、
特
に
第
二
六
話

は
、
死
し
た
ノ
ロ
を
祀
る
と
い
う
点
で
本
話
と
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
慶
良

間
の
人
々
が
祭
祀
の
方
法
を
伝
授
し
て
も
ら
う
た
め
、
ハ
チ
ラ
イ
、
コ
セ
ラ
イ
と
い

う
豊
見
城
の
ノ
ロ
ニ
人
を
招
い
た
が
、
相
次
い
で
病
死
し
た
た
め
、
そ
の
遺
骸
を
葬

り
、
後
に
そ
の
場
所
を
神
嶽
と
し
て
崇
信
し
た
と
い
う
内
容
。
こ
の
話
の
依
拠
元
と

な
っ
た
『
由
来
記
』
本
文
に
は
、
二
人
の
ノ
ロ
を
祀
っ
た
船
蔵
御
嶽
に
対
し
て
「
村

中
ノ
船
」
が
「
出
入
ノ
時
拝
申
」
し
た
と
あ
る
。
本
話
の
羽
地
ノ
ロ
も
、
そ
の
葬
ら

れ
た
「
岬
」
と
い
う
場
所
柄
、
守
船
の
神
と
な
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
第
二
六
話
を
見
る
と
、
船
蔵
御
嶽
に
は
「
竜
宮
神
」
な
る
神
が
別
に
祀
ら
れ

て
お
り
、
大
漁
の
際
に
魚
を
献
上
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
永
藤
靖
は
こ
の
記
述
を
取

り
上
げ
、
祝
女
を
中
心
と
し
た
共
同
体
の
祭
祀
形
態
に
触
れ
な
が
ら
、
祝
女
と
海
1
1

竜
宮
（
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
）
と
が
密
接
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本

話
で
は
詳
述
さ
れ
な
い
「
疇
り
て
鷹
ぜ
ざ
る
は
無
」
い
「
霊
感
」
に
は
、
海
の
豊
穣

陪
世
（
ユ
ー
）
の
招
き
も
含
ま
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
後
日
に
お
け
る
「
霊
感
」
の
発
揮
と
い
う
部
分
は
、
依
拠
本
文
で

あ
る
『
旧
記
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
『
遺
老
説
伝
』
が
独
自
に
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
霊
験
の
強
調
は
、
『
遺
老
説
伝
』
の
文
芸
性
と
も
深
く
関
わ
る
問
題
と

言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
淳
也
）
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【
原
文
】

一
太
古
之
世
、
宮
古
島
荘
荘
噴
野
、
人
物
未
二
始
生
一
、
草
木
亦
未
二
畢
出
一
。
時

　
有
二
一
男
一
女
之
神
一
、
降
－
二
下
子
平
良
漂
水
地
一
。
而
人
物
生
二
干
此
島
一
也
。

　
男
名
日
二
懸
角
一
、
女
名
日
二
懸
玉
一
。
自
レ
此
之
後
、
萬
象
畢
成
、
人
物
繁
穎
。

　
遂
乗
二
清
風
一
而
去
焉
。
既
而
経
二
敷
百
年
一
、
平
良
隅
屋
地
、
有
二
大
姓
家
一
、
富

　
貴
甚
股
。
未
二
嘗
生
レ
男
育
τ
女
。
常
祈
レ
神
拝
レ
天
、
許
－
二
怨
求
一
レ
子
。
幸
生
二

　
一
女
一
。
此
女
、
賦
性
敏
慧
、
姿
色
絶
倫
。
郷
人
見
レ
之
、
無
レ
不
二
稔
羨
一
。
父

　
母
、
深
珍
－
二
愛
之
一
、
如
レ
玉
如
レ
寳
、
常
思
下
澤
二
他
佳
配
一
、
以
爲
中
嗣
子
上
。

　
時
人
多
有
二
媒
求
一
、
而
不
三
輕
與
二
干
人
一
。
女
子
、
常
重
二
其
身
一
、
深
在
二
香

　
閨
一
、
不
二
敢
出
一
レ
外
。
年
十
五
歳
、
不
レ
想
爲
二
妖
蛇
所
一
レ
魅
、
忽
得
二
懐

　
妊
「
。
父
母
見
レ
之
、
驚
問
日
、
汝
、
未
レ
嫁
二
干
人
一
、
何
以
懐
妊
耶
。
女
子
、

　
把
二
母
衣
袖
一
、
潜
然
流
レ
涙
日
、
有
二
一
怪
事
一
、
當
二
夜
深
時
一
、
就
レ
寝
而

　
罧
、
香
氣
穣
酸
、
纏
－
二
漏
寝
室
一
。
幻
有
二
一
少
年
一
、
白
面
秀
眼
、
身
穿
二
彩

　
衣
一
、
手
携
二
一
嚢
一
、
漕
入
二
閨
中
一
、
如
レ
臨
二
枕
邊
一
。
神
魂
昏
迷
、
不
レ
省
二

　
人
事
一
、
却
得
二
懐
妊
一
。
而
汚
辱
悪
名
、
流
二
干
萬
世
一
。
今
、
有
二
何
面
目
一
、
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立
二
干
人
世
一
乎
。
我
、
欲
下
投
二
身
干
深
淵
一
、
以
洗
中
汚
械
之
名
上
、
奈
父
栂
倶

老
、
若
我
、
先
レ
親
而
死
、
敏
」
一
少
孝
養
一
、
獲
レ
罪
極
大
。
則
進
退
雨
難
、
躊

躇
未
レ
決
者
也
。
実
涙
如
レ
雨
、
未
二
敢
稻
息
一
。
父
母
慰
レ
之
日
、
汝
勿
二
深

憂
一
、
能
有
二
一
計
一
。
知
二
其
男
情
縣
一
、
以
洒
二
其
汚
名
一
哉
。
印
針
穿
二
線
條

数
千
丈
許
｝
、
給
－
二
與
其
女
子
一
、
再
三
囑
令
日
、
必
侯
二
少
年
入
寝
一
、
把
レ
針

刺
二
其
首
一
。
女
子
、
領
レ
令
而
退
。
當
二
此
夕
一
也
、
果
有
二
少
年
亦
來
一
。
女
子
、

印
如
二
母
命
｝
、
將
レ
針
刺
レ
首
。
少
年
、
受
二
針
線
一
而
去
。
已
至
二
天
明
一
、
則

父
母
携
二
女
子
一
、
尋
ー
二
求
其
線
所
レ
逝
之
庭
一
、
往
ー
二
至
濫
水
地
｝
。
石
洞
之
中
、

有
二
一
大
蛇
一
、
艇
蠕
而
臥
。
遙
看
二
其
首
上
一
、
果
在
二
針
尖
一
。
父
母
大
嘆
日
、

男
嬰
女
嫁
、
人
道
之
宜
也
。
今
夕
爲
二
妖
蛇
所
一
レ
謳
、
而
得
二
妊
孕
一
者
、
山
豆
非
二

遺
レ
辱
名
者
一
也
乎
。
母
與
女
子
相
共
実
働
、
決
レ
要
二
艦
死
一
。
其
夜
女
子
、
夢

見
二
大
蛇
一
。
臨
二
枕
邊
一
亦
來
日
、
我
是
往
古
之
世
、
創
」
建
此
島
一
之
懸
角
後

身
、
天
神
再
生
、
攣
爲
二
此
身
一
也
。
只
欲
レ
立
二
護
國
之
神
一
、
今
來
二
於
此
地
一
、

與
レ
汝
交
購
。
想
必
生
三
二
女
一
。
年
及
三
二
歳
一
、
好
抱
二
此
子
一
、
携
來
二
振

水
一
。
醒
畳
視
レ
之
、
四
壁
蓼
條
、
並
無
二
一
物
一
。
由
レ
是
、
女
子
細
將
二
此
事
一
、

説
ー
二
知
父
母
一
。
父
母
聞
レ
之
日
、
眞
奇
怪
事
也
。
若
夢
有
二
嬢
瞼
一
、
生
－
二
得
三

女
一
、
此
之
愁
中
喜
事
、
何
足
レ
憂
焉
。
荏
薄
間
、
日
往
月
來
、
已
漏
二
十
介

月
一
、
果
生
三
二
女
一
。
倶
是
生
質
俊
爽
、
容
貌
異
常
、
已
及
二
三
歳
一
時
、
其
母

携
二
三
女
一
、
往
二
干
濃
水
一
。
忽
見
二
大
蛇
一
、
自
二
嶽
中
」
出
來
、
首
横
在
二
干
公

藏
之
垣
一
、
尾
掛
在
二
干
瀕
水
嶽
之
上
一
、
眼
如
二
鮫
星
一
、
牙
似
二
利
創
一
。
張
レ

ロ
挿
レ
舌
、
翻
レ
身
騰
躍
。
其
母
、
肉
戦
心
裂
、
魂
不
レ
附
レ
膿
。
遂
拗
－
二
棄
三

女
一
、
走
去
回
レ
家
。
三
女
倶
無
二
催
色
一
、
急
撃
二
大
蛇
一
、
取
レ
首
撫
レ
尾
、
不
二

敢
少
離
一
。
大
蛇
、
以
レ
舌
舐
レ
子
、
雨
情
相
挾
。
既
而
大
蛇
帯
三
二
女
一
、
飛
－
二

入
嶽
中
一
、
以
爲
二
護
守
神
一
、
而
消
滅
焉
。
大
蛇
、
終
起
レ
雲
馳
レ
霧
、
放
二
光
上

天
一
。
由
レ
是
、
人
皆
尊
－
二
信
之
一
、
以
爲
二
神
嶽
一
。
弘
治
年
間
、
仲
宗
根
豊
見

親
、
眼
－
二
随
大
將
軍
大
里
等
一
、
往
－
二
到
八
重
山
一
、
諜
ー
二
討
保
武
川
赤
蜂
之

罪
一
。
豊
見
親
、
親
詣
二
濫
水
嶽
｝
、
慶
誠
告
レ
疇
日
、
吾
今
随
二
大
將
軍
一
、

征
－
二
伐
八
重
山
一
。
伏
祈
、
神
、
堕
二
此
誠
心
「
、
賜
二
我
捷
功
｝
。
既
擾
二
戦

船
一
、
直
到
二
八
重
山
一
、
略
不
レ
費
レ
カ
、
大
獲
二
勝
功
一
、
奏
凱
而
回
。
始
築
二

四
園
石
垣
一
、
内
植
二
樹
木
一
、
以
爲
二
還
　
一
。
後
建
二
拝
殿
↓
、
以
備
二
海
島
壮

塑
。

【
訓
読
】

一
太
古
の
世
、
宮
古
島
は
荘
々
た
る
噴
野
に
し
て
、
人
物
未
だ
始
め
て
生
れ
ず
、
草

　
木
も
亦
た
未
だ
畢
く
出
で
ざ
る
。
時
に
一
男
一
女
の
神
有
り
、
平
良
振
水
の
地
に

　
降
下
す
。
而
し
て
人
物
此
の
島
に
生
る
る
な
り
。
男
の
名
を
懸
角
と
日
ひ
、
女
の

　
名
を
癒
玉
と
日
ふ
。
此
れ
よ
り
の
後
、
萬
象
畢
く
成
り
、
人
物
繁
穎
す
。
遂
に
清

　
風
に
乗
じ
て
去
る
。
既
に
し
て
敷
百
年
を
経
て
、
平
良
の
隅
屋
の
地
に
、
大
姓
家

　
有
り
、
富
貴
甚
だ
股
な
り
。
未
だ
嘗
て
男
を
生
み
女
を
育
て
ず
。
常
に
神
に
祈
り

　
天
を
拝
し
、
子
を
求
む
る
に
許
　
す
。
幸
に
一
女
を
生
む
。
此
の
女
、
賦
性
敏

　
慧
、
姿
色
絶
倫
な
り
。
郷
人
之
を
見
て
、
稻
し
羨
ま
さ
る
無
し
。
父
母
、
深
く
之

　
れ
を
珍
愛
し
、
玉
の
如
く
寳
の
如
く
し
て
、
常
に
他
に
佳
配
を
揮
び
、
以
て
嗣
子

　
と
爲
さ
ん
こ
と
を
思
ふ
。
時
に
人
多
く
媒
求
す
る
こ
と
有
れ
ど
も
、
而
も
輕
々
し

　
く
人
に
與
へ
ず
。
女
子
、
常
に
其
の
身
を
重
ん
じ
、
深
く
香
閨
に
在
り
て
、
敢
て

　
外
に
出
で
ず
。
年
十
五
歳
、
想
ら
ず
も
妖
蛇
の
魅
す
る
所
と
な
り
、
忽
ち
懐
妊
を

　
得
る
。
父
母
之
れ
を
見
て
、
驚
き
問
ひ
て
曰
く
、
「
汝
、
未
だ
人
に
嫁
せ
ず
、
何
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を
以
て
懐
妊
す
る
や
」
と
。
女
子
、
母
の
衣
袖
を
把
り
、
漕
然
と
し
て
涙
を
流
し

て
曰
く
、
「
一
怪
事
有
り
、
夜
深
き
時
に
當
り
、
寝
に
就
き
て
腺
め
れ
ば
、
香
氣

酸
酸
と
し
て
、
寝
室
に
続
り
漏
つ
。
幻
に
一
少
年
有
り
、
白
面
秀
眼
、
身
に
彩
衣

を
穿
ち
、
手
に
一
嚢
を
携
へ
、
潜
か
に
閨
中
に
入
り
、
枕
邊
に
臨
む
が
如
し
。
神

魂
昏
迷
し
て
、
人
事
を
省
せ
ず
、
却
て
懐
妊
を
得
る
。
而
し
て
汚
辱
せ
る
悪
名

を
、
萬
世
に
流
す
。
今
、
何
の
面
目
有
り
て
、
人
世
に
立
た
ん
や
。
我
、
身
を
深

淵
に
投
じ
、
以
て
汚
機
の
名
を
洗
が
ん
と
欲
す
る
も
、
奈
ん
せ
ん
父
母
倶
に
老

ひ
、
若
し
我
、
親
に
先
ん
じ
て
死
せ
ぱ
、
孝
養
を
敏
少
し
、
罪
を
獲
る
こ
と
極
め

て
大
な
ら
ん
。
則
ち
進
退
雨
難
、
躊
躇
し
て
未
だ
決
せ
さ
る
者
な
り
」
と
。
契
涙

雨
の
如
く
、
未
だ
敢
て
梢
し
も
息
ま
ず
。
父
母
之
れ
を
慰
め
て
曰
く
、
「
汝
深
く

憂
ふ
る
勿
れ
、
能
く
一
計
有
り
。
其
の
男
の
情
翻
を
知
り
、
以
て
其
の
汚
名
を
洒

が
ん
」
と
。
即
ち
針
に
線
條
敷
千
丈
許
り
を
穿
ち
、
其
の
女
子
に
給
與
し
、
再
三

囑
令
し
て
曰
く
、
「
必
ず
少
年
の
入
寝
す
る
を
侯
ち
、
針
を
把
り
て
其
の
首
に
刺

せ
」
と
。
女
子
、
令
を
領
し
て
退
く
。
此
の
夕
に
當
り
、
果
し
て
少
年
亦
た
來
る

有
り
。
女
子
、
即
ち
母
の
命
の
如
く
し
、
針
を
將
て
首
に
刺
す
。
少
年
、
針
線
を

受
け
て
去
る
。
已
に
天
明
に
至
り
、
則
ち
父
母
女
子
を
携
へ
、
其
の
線
の
逝
く
所

の
庭
を
尋
ね
求
め
て
、
振
水
の
地
に
往
き
至
る
。
石
洞
の
中
に
、
一
大
蛇
有
り
、

艇
幡
し
て
臥
す
。
遙
か
に
其
の
首
上
を
看
れ
ば
、
果
し
て
針
尖
在
り
。
父
母
大
い

に
嘆
じ
て
曰
く
、
「
男
嬰
り
女
嫁
す
る
は
、
人
道
の
宜
な
り
。
今
夕
妖
蛇
の
謳
す

る
所
と
爲
り
て
、
妊
孕
を
得
た
る
は
、
宣
に
辱
名
を
遺
す
者
に
非
ず
や
」
と
。
母

と
女
子
相
共
に
巽
働
し
、
維
死
を
要
む
る
を
決
す
。
其
の
夜
女
子
、
夢
に
大
蛇
を

見
る
。
枕
邊
に
臨
ん
で
亦
た
來
り
て
曰
く
、
「
我
は
是
れ
往
古
の
世
、
此
の
島
を

創
建
せ
し
懸
角
の
後
身
、
天
神
の
再
生
に
て
、
攣
じ
て
此
の
身
と
爲
れ
る
な
り
。

只
だ
護
國
の
神
を
立
て
ん
と
欲
し
、
今
此
の
地
に
來
り
、
汝
と
交
嬉
す
。
想
ふ
に

必
ず
三
女
を
生
ま
ん
。
年
三
歳
に
及
ば
ば
、
好
く
此
の
子
を
抱
き
、
携
へ
て
法
水

に
來
れ
」
と
。
醒
畳
し
て
之
れ
を
視
れ
ば
、
四
壁
蓼
條
、
並
し
も
一
物
無
し
。
是

れ
に
由
り
て
、
女
子
細
か
に
此
の
事
を
將
て
、
父
母
に
説
き
知
ら
す
。
父
母
之
れ

を
聞
き
て
曰
く
、
「
眞
に
奇
怪
の
事
な
り
。
若
し
夢
に
窪
瞼
有
り
て
、
三
女
を
生

得
せ
ば
、
此
の
愁
中
の
喜
事
、
何
ぞ
憂
ふ
る
に
足
ら
ん
や
」
と
。
荏
苺
の
間
、
日

往
き
月
來
り
、
已
に
十
全
月
に
満
ち
、
果
し
て
三
女
を
生
む
。
倶
に
是
れ
生
質
俊

爽
、
容
貌
異
常
、
已
に
三
歳
に
及
ぶ
の
時
、
其
の
母
三
女
を
携
へ
、
滋
水
に
往

く
。
忽
ち
大
蛇
を
見
る
に
、
嶽
中
よ
り
出
で
來
り
、
首
は
横
た
へ
て
公
藏
の
垣
に

在
り
、
尾
は
掛
り
て
漂
水
嶽
の
上
に
在
り
、
眼
は
咬
星
の
如
く
、
牙
は
利
創
に
似

た
り
。
口
を
張
り
舌
を
樟
ひ
、
身
を
翻
し
騰
躍
す
。
其
の
母
、
肉
戦
き
心
裂
け
、

魂
燈
に
附
か
ず
。
遂
に
三
女
を
拗
棄
し
、
走
り
去
り
て
家
に
回
る
。
三
女
倶
に
催

色
無
く
、
急
に
大
蛇
に
墓
ぢ
、
首
を
取
り
尾
を
撫
で
、
敢
て
少
し
も
離
れ
ず
。
大

蛇
、
舌
を
以
て
子
を
舐
め
、
雨
情
相
挾
し
。
既
に
し
て
大
蛇
三
女
を
帯
し
、
嶽
中

に
飛
び
入
り
、
以
て
護
守
の
神
と
爲
り
て
、
消
滅
す
。
大
蛇
、
終
に
雲
を
起
し
霧

を
馳
せ
、
光
を
上
天
に
放
つ
。
是
れ
に
由
り
て
、
人
皆
な
之
れ
を
尊
信
し
、
以
て

神
嶽
と
爲
す
。
弘
治
年
間
、
仲
宗
根
豊
見
親
、
大
將
軍
大
里
等
に
躁
随
し
、
八
重

山
に
往
き
到
り
て
、
保
武
川
赤
蜂
の
罪
を
諌
討
す
。
豊
見
親
、
親
し
く
漂
水
嶽
に

詣
で
、
崖
誠
疇
を
告
げ
て
曰
く
、
「
吾
今
大
將
軍
に
随
ひ
、
八
重
山
を
征
伐
す
。

伏
し
て
祈
る
、
神
、
此
の
誠
心
に
堕
み
、
我
に
捷
功
を
賜
へ
」
と
。
既
に
戦
船
を

擾
し
、
直
に
八
重
山
に
到
り
、
略
ぼ
力
を
費
さ
ず
、
大
い
に
勝
功
を
獲
、
奏
凱
し

て
回
る
。
始
め
て
四
團
に
石
垣
を
築
き
、
内
に
樹
木
を
植
え
、
以
て
還
　
を
爲

す
。
後
拝
殿
を
建
て
、
以
て
海
島
の
壮
観
に
備
ふ
。

一190　一



【
語
注
】

○
平
良
瀕
水
地
…
『
正
保
国
絵
図
』
に
「
宮
古
嶋
は
り
水
」
、
『
雍
正
旧
記
』
に
「
法

水
港
」
と
あ
る
。
宮
古
島
市
街
地
の
北
に
あ
る
港
湾
で
、
現
在
の
平
良
港
に
あ
た

る
。
近
代
以
前
は
脹
水
泊
・
濫
水
港
と
称
さ
れ
、
古
琉
球
か
ら
現
在
ま
で
宮
古
島
の

玄
関
口
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。
ち
な
み
に
、
「
平
良
港
」
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
。
王
府
と
の
交
易
は
＝
二
九
〇
年
、
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親

が
宮
古
島
東
部
の
白
川
湾
か
ら
出
帆
し
、
入
貢
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
（
『
球

陽
』
）
。
白
川
氏
二
世
の
恵
幹
は
天
順
年
間
（
一
四
五
七
～
六
四
年
）
、
瀕
水
港
近
く

を
拠
点
と
す
る
仲
宗
根
豊
見
親
を
伴
っ
て
中
山
に
上
っ
て
お
り
、
一
五
世
紀
中
頃
に

は
振
水
港
に
交
易
の
拠
点
が
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
○
懸
角
…
コ
イ
ツ
ヌ
。
神

名
。
『
記
事
仕
次
』
、
『
宮
古
史
伝
』
は
「
古
意
角
」
。
○
懇
玉
…
コ
イ
タ
マ
。
神
名
。

『
記
事
仕
次
』
、
『
宮
古
史
伝
』
は
「
姑
依
玉
」
。
○
乗
清
風
而
去
…
『
由
来
記
』
の

「
上
天
シ
給
フ
」
、
『
旧
記
』
の
「
乗
風
上
天
」
に
あ
た
る
語
。
○
平
良
隅
屋
…
住
屋

（
ス
ミ
ヤ
）
と
も
。
現
・
宮
古
島
市
平
良
西
里
の
尻
間
に
住
屋
遺
跡
が
あ
る
。
平
良

港
を
見
下
ろ
す
標
高
約
十
八
メ
ー
ト
ル
の
石
灰
岩
台
地
に
位
置
。
一
二
世
紀
後
半
よ

り
一
六
世
紀
頃
に
か
け
て
の
グ
ス
ク
時
代
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
地
元
で
は
「
ス
ミ

ヤ
ー
」
と
も
い
う
。
グ
ス
ク
時
代
以
来
、
宮
古
の
政
治
・
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
。

一
九
七
六
年
に
は
当
該
遺
跡
か
ら
多
く
の
遺
物
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
○
珍
愛
…
め

ず
ら
し
が
っ
て
愛
す
る
。
大
切
に
す
る
。
○
香
閨
…
か
お
り
の
あ
る
部
屋
。
婦
人
の

室
。
閨
房
。
○
年
十
五
歳
…
『
由
来
記
』
に
は
「
十
四
五
歳
ノ
頃
」
。
○
潜
然
…
涙

を
流
す
さ
ま
。
さ
め
ざ
め
と
。
「
漕
焉
」
に
同
じ
。
○
霰
々
…
香
気
が
盛
ん
な
さ
ま
。

○
神
魂
昏
迷
…
心
が
乱
れ
く
ら
む
。
ま
た
、
く
ら
ま
す
。
○
情
飾
…
「
縣
」
は
「
由
」

に
同
じ
。
わ
け
。
真
相
。
由
来
す
る
事
情
。
○
線
條
…
糸
。
○
入
寝
…
ね
い
る
。
○

艇
幡
…
「
艇
」
は
「
う
ね
う
ね
と
長
い
さ
ま
」
。
「
幡
」
は
「
わ
た
が
ま
る
。
と
ぐ
ろ

を
巻
く
」
。
「
幡
腕
」
に
同
じ
で
、
龍
蛇
の
動
く
さ
ま
を
言
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
○
人

道
宜
…
人
と
し
て
踏
み
行
う
道
の
理
。
『
由
来
記
』
に
「
浮
世
ノ
慣
ヒ
」
。
○
荏
苺
間

…
↓
第
五
八
話
語
注
。
○
樋
棄
…
な
げ
す
て
る
。
ふ
り
す
て
る
。
「
拗
郷
」
に
同
じ
。

○
咬
星
…
か
が
や
く
星
。
ま
た
、
明
る
い
星
。
○
雨
情
相
決
…
両
方
の
心
が
う
ち
と

け
て
い
る
さ
ま
。
○
神
嶽
…
漂
水
御
嶽
を
い
う
。
方
音
で
は
「
パ
ル
ミ
ズ
」
、
「
ピ
ャ

ル
ミ
ズ
」
で
、
ツ
カ
サ
ヤ
ー
（
司
屋
）
と
も
。
平
良
港
の
東
方
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
に

所
在
す
る
が
、
琉
球
王
国
時
代
に
は
蔵
元
と
平
良
港
の
間
に
位
置
し
、
西
に
は
沖
に

向
っ
て
水
門
が
設
け
ら
れ
、
海
水
が
そ
の
中
ま
で
入
っ
て
く
る
よ
う
に
平
良
浜
の
渚

の
岩
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
敷
地
面
積
一
二
八
坪
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
・
ク
バ

の
大
木
が
生
い
茂
る
石
垣
で
囲
ま
れ
た
、
宮
古
の
中
心
的
存
在
の
御
嶽
で
あ
る
。
鳥

居
－
参
道
ー
灯
籠
－
拝
殿
－
神
殿
と
続
く
神
社
様
式
を
と
り
、
張
水
神
社
と
も
よ
ば

れ
る
。
祭
神
は
『
由
来
記
』
・
『
御
嶽
由
来
記
』
と
も
に
「
弁
財
天
女
」
と
し
、
前
者

に
「
公
儀
ノ
御
願
・
諸
船
海
上
安
隠
ノ
タ
メ
、
且
、
諸
願
二
崇
敬
」
、
後
者
に
「
首

里
天
加
那
志
美
御
前
御
爲
諸
船
海
上
安
隠
之
爲
メ
諸
願
二
付
崇
敬
」
と
あ
る
。
両
書

お
よ
び
『
雍
正
旧
記
』
等
に
は
、
コ
イ
ツ
ノ
・
コ
イ
タ
マ
と
い
う
男
女
二
神
が
振
水

の
波
打
際
に
天
降
り
し
て
草
木
を
生
や
し
、
宮
古
の
人
の
祖
と
な
っ
た
の
で
、
同
所

に
御
嶽
を
建
て
た
と
い
う
創
世
神
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
○
弘
治
年
間
…
尚
真
王
十

一
～
二
十
七
（
一
四
八
八
～
一
五
〇
五
）
年
。
○
仲
宗
根
豊
見
親
…
生
没
年
未
詳
。

一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
に
か
け
て
の
宮
古
の
首
長
。
字
は
空
広
、
諦
は
玄

雅
。
忠
導
氏
の
元
祖
で
目
黒
盛
豊
見
親
の
玄
孫
に
あ
た
り
、
「
真
誉
の
子
」
の
長
男

で
あ
る
が
、
叔
父
の
根
間
の
大
親
が
早
死
に
し
て
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
養
子

と
な
る
。
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
才
能
非
凡
と
い
わ
れ
、
宮
古
歴
史
上
の
英
雄
と
な
る
。
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首
長
に
な
っ
た
豊
見
親
は
平
良
・
城
辺
・
下
地
の
各
地
へ
赴
い
て
諸
勢
力
と
協
議

し
、
最
初
の
事
業
と
し
て
飲
料
水
確
保
の
た
め
の
井
戸
掘
り
工
事
に
着
手
し
た
。
そ

の
他
大
き
な
功
績
と
し
て
、
八
重
山
征
伐
、
蔵
元
設
置
、
下
地
橋
道
の
築
造
な
ど
が

あ
る
。
○
慶
…
つ
つ
し
む
。
「
謹
」
に
通
じ
る
。
○
大
將
軍
大
里
等
…
詳
細
不
明
。

沖
縄
本
島
の
大
里
を
本
拠
地
と
す
る
按
司
と
思
わ
れ
る
。
○
眼
随
…
↓
第
五
八
話
語

注
。
〇
八
重
山
…
石
垣
島
・
西
表
島
の
二
大
島
と
周
辺
の
竹
富
島
・
鳩
間
島
・
小
浜

島
・
黒
島
・
新
城
島
・
波
照
間
島
な
ど
の
有
人
島
か
ら
な
り
、
「
八
重
山
島
」
と
も

総
称
さ
れ
た
。
方
音
で
は
「
ヤ
イ
マ
」
ま
た
は
「
ダ
ー
マ
」
と
い
い
、
沖
縄
本
土
で

は
「
エ
ー
マ
」
と
よ
ぶ
。
古
く
は
宮
古
・
八
重
山
を
「
太
平
山
」
と
総
称
し
て
い
た
。

○
保
武
川
赤
蜂
…
「
ホ
ソ
ガ
ワ
ラ
ア
カ
ハ
チ
」
。
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
」
と
も
。
生
没

年
未
詳
。
一
五
世
紀
末
、
八
重
山
の
大
浜
村
に
あ
っ
て
豪
勇
を
も
っ
て
聞
こ
え
、
近

隣
を
制
圧
し
て
宮
古
勢
と
対
立
し
た
人
物
。
貢
を
絶
っ
て
首
里
王
府
に
反
旗
を
ひ
る

が
え
し
、
逆
従
と
し
て
王
府
征
討
軍
に
よ
り
謙
伐
さ
れ
た
。
ア
カ
ハ
チ
は
「
心
お
ご

り
、
老
を
あ
ざ
む
き
、
幼
を
あ
な
ど
る
」
不
逞
の
人
物
と
し
て
登
場
す
る
が
（
『
球

陽
』
）
、
王
府
側
の
記
録
や
俗
説
の
み
で
、
そ
の
人
物
像
は
乱
の
原
因
と
と
も
に
不

詳
。
口
碑
に
よ
る
と
、
ア
カ
ハ
チ
は
八
重
山
南
端
の
弧
島
・
波
照
間
島
で
生
ま
れ
、

幼
児
の
頃
よ
り
風
貌
怪
異
、
長
じ
て
筋
骨
た
く
ま
し
く
、
威
名
陸
々
た
る
も
の
が
あ

っ
た
と
い
う
。
○
奏
凱
…
戦
勝
の
凱
歌
を
奏
す
る
こ
と
。
○
内
植
樹
木
…
激
水
御
嶽

内
に
ク
バ
の
老
樹
が
数
株
植
え
て
あ
る
。
口
碑
に
よ
れ
ば
、
コ
イ
ツ
ヌ
と
コ
イ
タ
マ

ニ
神
が
島
内
の
悪
魔
を
退
治
し
、
そ
れ
ま
で
島
内
の
人
民
を
苦
し
め
て
い
た
鬼
を
搦

め
捕
っ
て
黄
泉
国
に
追
放
し
た
時
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
言
い
、
ま
た
、
振
水
御
嶽

の
ク
バ
が
枯
れ
た
時
に
は
鬼
が
現
わ
れ
る
、
と
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
○
還
　
…

「
還
願
」
と
同
じ
。
誓
言
を
履
行
す
る
。
ま
た
神
へ
の
お
礼
の
た
め
祭
祀
を
す
る
。

【
補
説
】

　
『
由
来
記
』
巻
二
十
「
漂
水
御
嶽
・
弁
財
天
女
」
条
、
『
旧
記
』
巻
之
九
「
漂
水
嶽
」

条
、
お
よ
び
『
御
嶽
由
来
記
』
「
濫
水
御
嶽
・
弁
財
天
女
」
条
に
拠
る
。

　
本
話
は
宮
古
島
市
平
良
に
あ
る
「
振
水
御
嶽
」
を
中
心
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す

る
。
そ
の
構
成
は
、
『
由
来
記
』
・
『
旧
記
』
・
『
御
嶽
由
来
記
』
に
所
載
さ
れ
た
説
話

と
同
様
に
、
①
コ
イ
ツ
ヌ
・
コ
イ
タ
マ
に
よ
る
島
建
て
謳
、
②
蛇
婿
入
・
苧
環
型
説

話
、
③
仲
宗
根
豊
見
親
の
英
雄
諦
の
三
段
落
か
ら
な
る
。
し
か
し
、
『
記
事
仕
次
』

と
『
宮
古
史
伝
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
段
落
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
な
物
語
と
し
て
記
述
さ

れ
、
『
記
事
仕
次
』
に
は
、
①
コ
イ
ツ
ヌ
の
宮
古
創
世
神
話
の
み
が
、
『
宮
古
史
伝
』

に
は
、
①
宮
古
創
世
神
話
、
②
苧
環
型
説
話
、
③
仲
宗
根
豊
見
親
に
よ
る
漂
水
御
嶽

創
成
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
伝
承
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
『
宮
古
史

伝
』
に
お
け
る
創
世
神
話
で
は
、
天
岩
戸
神
話
や
高
天
原
神
話
な
ど
、
ヤ
マ
ト
神
話

の
モ
チ
ー
フ
に
、
中
国
の
陰
陽
五
行
説
を
取
り
入
れ
た
形
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
宮
古
の
創
世
神
、
コ
イ
ツ
ヌ
・
コ
イ
タ
マ
の
系
譜
ま
で
も
が
記
さ
れ
て
い
る
点

は
注
目
さ
れ
る
。

　
本
話
の
蛇
婿
入
・
苧
環
型
説
話
は
、
一
人
の
美
し
い
女
が
、
夜
ご
と
通
い
く
る
男

に
よ
っ
て
妊
娠
し
、
そ
の
男
の
素
性
を
知
る
た
め
に
、
糸
を
通
し
た
針
を
男
の
首
に

刺
し
、
翌
日
、
そ
の
糸
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
コ
イ
ツ
ノ
の
化
身
で
あ
る
大
蛇
で
あ

っ
た
と
い
う
展
開
を
と
る
。
こ
の
よ
う
な
蛇
婿
入
・
苧
環
型
説
話
は
、
ヤ
マ
ト
の
三

輪
山
伝
承
を
始
め
と
し
て
世
界
的
に
多
く
分
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
本

話
は
『
古
事
記
』
中
巻
の
イ
ク
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
の
蛇
婿
入
り
諌
と
酷
似
し
、
同
一
系

統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　
沖
縄
で
は
こ
の
よ
う
な
型
の
説
話
が
「
ア
カ
マ
タ
ー
」
伝
承
と
し
て
広
く
知
ら
れ
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て
お
り
、
口
碑
も
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
「
狩
俣

の
蛇
神
の
子
」
や
「
読
谷
の
蛇
婿
入
り
」
な
ど
が
あ
り
、
沖
縄
全
地
域
に
か
け
て
類

話
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
「
三
月
三
日
浜
下
り
」
と

い
う
女
祭
り
の
由
来
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
御
嶽
起
源
を
語
る
も
の
は
少
な
い
。

ま
た
現
在
で
も
、
激
水
御
嶽
の
神
は
片
目
の
蛇
で
あ
る
、
と
い
う
伝
説
が
民
間
に
伝

わ
っ
て
い
る
。

　
本
話
の
主
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
「
振
水
御
嶽
」
の
起
源
課
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

第
二
段
落
、
す
な
わ
ち
②
三
輪
山
型
の
蛇
婿
入
り
謳
で
、
初
め
て
コ
イ
ツ
ヌ
と
そ
の

子
で
あ
る
三
人
の
娘
を
護
国
神
と
し
て
祀
る
「
神
嶽
」
が
創
ら
れ
、
そ
の
後
、
仲
宗

根
豊
見
親
と
い
う
歴
史
上
の
英
雄
に
よ
っ
て
そ
の
石
垣
が
造
営
さ
れ
た
、
と
さ
れ
て

い
る
が
、
『
由
来
記
』
・
『
旧
記
』
・
『
御
嶽
由
来
記
』
は
、
コ
イ
ツ
ヌ
・
コ
イ
タ
マ
に

よ
る
島
建
て
謳
に
お
い
て
、
す
で
に
コ
イ
ツ
ヌ
・
コ
イ
タ
マ
を
祀
る
氏
子
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
濫
水
御
嶽
や
石
垣
な
ど
が
造
営
さ
れ
て
い
た
、
と
し
て
お
り
、
『
遺
老
説

伝
』
に
お
い
て
記
述
が
変
化
し
て
い
る
ζ
と
が
解
る
。

　
ま
た
『
宮
古
史
伝
』
の
「
漂
水
御
嶽
」
条
に
は
、
「
中
世
に
至
り
目
黒
盛
豊
見
親

が
争
乱
を
治
め
て
宮
古
島
内
を
統
一
し
、
神
祇
崇
敬
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
各
地

の
御
嶽
を
修
補
し
た
時
は
、
殊
に
こ
の
霊
地
に
重
き
を
置
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
記
述
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
目
黒
盛
豊
見
親
が
、
コ
イ
ツ
ヌ
・
コ
イ
タ
マ

と
い
う
宮
古
島
の
創
世
神
を
自
ら
の
氏
神
と
し
て
祀
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
先
の
『
遺
老
説
伝
』
に
お
け
る
石
垣
の
造
営
に
関
す
る
変
化
は
、

『
遺
老
説
伝
』
の
編
纂
老
が
、
そ
の
玄
孫
で
あ
る
仲
宗
根
豊
見
親
の
正
統
性
を
強
調

す
る
た
め
の
改
変
か
と
も
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
『
遺
老
説
伝
』
の
編
纂
老
に
は
、

歴
史
上
の
人
物
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
他
文
献
の
伝
承
よ
り
高
い
信
愚
性
、
或
い

は
合
理
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
編
纂
意
識
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に

『
遺
老
説
伝
』
編
纂
者
が
単
に
一
個
の
物
語
編
纂
者
と
い
う
位
置
に
留
ま
ら
ず
、
一

方
で
ど
こ
ま
で
も
↓
貫
し
た
歴
史
を
編
述
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
も
、
本
話
か
ら
窺

う
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
　
書
赫
）
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【
原
文
】

一
往
古
之
世
、
宮
古
山
有
二
一
神
女
一
。
時
時
出
二
ー
現
廣
瀬
山
一
、
以
教
二
本
島
人

　
民
一
。
與
那
覇
勢
頭
豊
見
親
、
始
尊
ニ
ー
信
之
一
、
以
爲
二
神
嶽
一
。
與
那
覇
勢
頭
、

　
本
島
、
以
二
弾
丸
海
島
一
、
耕
器
訣
乏
、
要
下
納
ニ
ー
款
大
國
一
、
給
中
－
足
資
用
上
。

　
一
夜
、
往
臨
二
白
川
濱
一
、
築
二
壇
干
沙
一
、
恭
備
二
祭
品
一
、
井
竪
二
敷
丈
竿
一
、

　
繋
二
五
色
線
一
、
告
ニ
ー
疇
衆
神
一
日
、
予
、
生
二
乎
小
島
一
、
深
慕
二
大
國
之
化
一
、

　
未
レ
知
二
其
所
在
之
庭
一
。
伏
祈
、
天
神
地
祇
、
實
監
二
此
心
一
、
垂
ニ
ー
欄
海
島
一
、

　
賜
レ
教
二
大
國
所
在
一
。
言
未
レ
畢
、
東
方
將
明
、
竿
頭
線
條
、
皆
向
レ
北
而
動
。

　
且
見
、
啓
明
星
下
、
波
濤
之
間
、
有
二
大
國
影
形
一
、
挺
二
ー
出
寅
方
位
一
。
豊
見

　
親
、
則
知
三
束
有
二
善
國
一
、
詣
二
廣
瀬
嶽
一
、
度
誠
許
怨
、
坐
ニ
ー
駕
海
船
一
、

　
入
ニ
ー
貢
中
山
一
、
自
レ
此
之
後
、
一
路
平
安
、
自
得
工
往
還
一
焉
。
由
レ
是
今
世
之

　
人
、
愈
加
二
尊
信
一
、
航
海
之
時
、
必
至
二
此
嶽
一
、
以
致
二
祈
福
一
也
。

【
訓
読
】

一
往
古
の
世
、

宮
古
山
に
一
神
女
有
り
。
時
々
廣
瀬
山
に
出
現
し
、
以
て
本
島
人
民
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を
教
ふ
。
與
那
覇
勢
頭
豊
見
親
、
始
め
て
之
れ
を
尊
信
し
、
以
て
神
嶽
と
爲
す
。

與
那
覇
勢
頭
、
本
島
は
、
弾
丸
の
海
島
な
る
を
以
て
、
耕
器
敏
乏
す
れ
ば
、
大
國

に
納
款
し
、
資
用
を
給
足
せ
ん
と
す
。
一
夜
、
往
き
て
白
川
濱
に
臨
み
、
壇
を
沙

に
築
き
、
恭
し
く
祭
品
を
備
へ
、
井
び
に
数
丈
の
竿
を
竪
て
て
、
五
色
の
線
を
繋

ぎ
、
衆
神
に
告
薦
し
て
曰
く
、
「
予
、
小
島
に
生
れ
、
深
く
大
國
の
化
を
慕
ふ
も
、

未
だ
其
の
所
在
の
庭
を
知
ら
ず
。
伏
し
て
祈
る
、
天
神
地
祇
、
實
に
此
の
心
に
堕

み
、
海
島
に
垂
欄
し
、
大
國
の
所
在
を
教
へ
賜
へ
」
と
。
言
未
だ
畢
ら
ざ
る
に
、

東
方
將
に
明
け
ん
と
し
、
竿
頭
の
線
條
、
皆
北
に
向
ひ
て
動
く
。
且
つ
見
る
、
啓

明
星
の
下
、
波
濤
の
問
に
、
大
國
の
影
形
有
り
て
、
寅
の
方
位
に
挺
出
す
る
を
。

豊
見
親
、
則
ち
東
に
善
國
有
る
を
知
り
、
廣
瀬
嶽
に
詣
り
、
慶
誠
許
　
し
、
海
船

に
坐
駕
し
て
、
中
山
に
入
貢
す
。
此
れ
よ
り
の
後
、
一
路
平
安
、
自
ら
往
還
す
る

を
得
た
り
。
是
れ
に
由
り
て
今
世
の
人
、
愈
≧
尊
信
を
加
へ
、
航
海
の
時
、
必
ず

此
の
嶽
に
至
り
、
以
て
祈
福
を
致
す
。

【
語
注
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ツ
シ

○
宮
古
山
…
↓
第
四
一
話
語
注
。
○
廣
瀬
山
…
『
由
来
記
』
に
「
平
良
ヨ
リ
北
方
海

端
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
。
宮
古
島
市
西
原
の
東
、
福
山
集
落
の
北
方
の
海
端
に
位
置
。

現
在
は
夜
籠
り
小
屋
が
あ
り
、
五
坪
ほ
ど
の
空
間
が
開
け
て
い
る
。
イ
ビ
は
六
つ
あ

り
、
左
か
ら
「
ま
ざ
の
ぼ
う
」
「
や
び
じ
主
」
「
ふ
じ
の
主
」
「
ま
さ
び
主
」
、
判
読
不

明
を
一
つ
挟
ん
で
「
よ
う
の
主
」
と
神
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
御
嶽
由
来
記
』
に

は
「
広
瀬
御
嶽
女
神
真
志
ら
へ
と
唱
／
船
路
の
爲
崇
敬
仕
候
事
」
と
あ
る
。
『
旧
記
』

は
神
名
を
「
真
白
部
」
と
記
す
。
航
海
安
全
の
神
。
○
與
那
覇
勢
頭
曲
豆
見
親
…
生
没

年
未
詳
。
一
三
九
〇
年
（
察
度
王
四
↓
）
中
山
に
初
め
て
朝
貢
し
た
と
い
う
宮
古
島

の
首
長
で
、
近
世
に
お
い
て
最
も
権
勢
を
誇
っ
た
白
川
氏
の
祖
。
童
名
・
真
佐
久
、

認
・
恵
源
。
一
四
世
紀
ご
ろ
の
宮
古
島
の
軍
勢
・
与
那
覇
原
の
一
員
で
、
目
黒
盛
豊

見
親
（
↓
第
九
〇
話
）
と
の
戦
い
で
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
（
稲
村
賢
敷
は
「
与
那

覇
せ
ど
豊
見
親
の
に
ー
り
」
か
ら
、
そ
の
戦
闘
は
二
〇
歳
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
）
。
そ
の
後
、
宮
古
島
北
東
部
の
与
那
浜
に
隠
れ
住
ん
だ
が
、
中
山
の
進
貢

船
が
漂
来
し
た
こ
と
で
沖
縄
本
島
の
情
勢
を
知
っ
た
と
さ
れ
る
（
「
白
川
氏
家
譜
」
、

「
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
薔
跡
」
他
）
。
○
弾
丸
…
は
じ
き
玉
。
狭
い
土
地
の
形

容
。
「
弾
丸
之
地
」
で
、
「
は
じ
き
だ
ま
の
や
う
な
極
め
て
せ
ま
い
土
地
を
い
ふ
」

（『

蜉
ｿ
和
』
）
。
○
耕
器
…
鋤
・
鍬
な
ど
の
耕
作
具
。
宮
古
島
は
鉄
を
産
出
し
な
い
こ

と
か
ら
、
農
具
の
材
料
で
あ
る
鉄
を
調
達
す
る
、
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
。
『
平
良
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
宮
古
島
で
は
農
耕
に
ビ
ラ
（
ヒ
ー
ラ
、
フ
ィ
ラ
。

「
へ
ら
」
の
意
。
V
字
形
の
木
製
の
握
り
部
に
、
土
掘
り
用
の
鉄
板
が
取
り
付
け
ら

れ
た
農
具
）
を
主
と
し
て
使
用
し
た
と
い
う
。
○
納
款
…
誓
詞
を
い
れ
る
。
『
歴
代

宝
案
訳
注
本
』
に
「
外
国
や
異
民
族
が
友
好
を
申
し
入
れ
る
こ
と
」
。
「
款
」
は
「
の

ぞ
む
、
よ
ろ
こ
ぶ
、
ま
こ
と
、
交
わ
る
」
。
○
大
國
…
境
域
の
広
大
な
国
。
又
、
勢

威
の
強
大
な
国
。
こ
こ
で
は
「
中
山
」
を
指
し
て
い
る
。
○
資
用
…
↓
第
二
八
話
語

注
。
○
白
川
濱
…
『
由
来
記
』
に
「
シ
ラ
カ
濱
」
。
↓
第
六
〇
話
語
注
。
○
沙
…
す

な
。
汀
、
水
辺
の
地
。
『
由
来
記
』
に
「
白
砂
」
。
○
竪
数
丈
竿
繋
五
色
線
…
『
御
嶽

由
来
記
』
に
「
二
三
丈
の
竹
に
五
色
の
緕
を
つ
り
上
ケ
」
。
多
良
間
島
に
伝
わ
る

「
与
那
覇
せ
ど
豊
見
親
の
に
ー
り
」
に
は
「
ん
な
ぐ
船
ぱ
ぎ
う
ち
ゆ
い
／
し
な
ぐ
船

ぱ
ぎ
う
ち
ゆ
い
／
ん
な
ぐ
船
ん
な
か
ん
／
し
な
ぐ
船
ん
な
か
ん
／
に
ん
た
起
き
し
ゆ

う
ち
ゆ
い
（
砂
で
船
の
型
を
つ
く
り
、
そ
の
砂
の
船
の
中
で
寝
起
き
し
た
）
」
と
あ

る
。
「
白
川
氏
家
譜
」
に
「
聚
沙
像
造
船
隻
」
、
「
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
薔
跡
」
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碑
に
「
以
砂
造
船
模
様
。
備
祭
品
立
絹
旗
」
、
『
球
陽
』
に
「
船
貌
作
沙
上
」
。
○
衆

神
…
『
御
嶽
由
来
記
』
、
『
由
来
記
』
、
『
旧
記
』
に
は
「
諸
星
」
に
祈
願
し
た
と
あ
る
。

「
与
那
覇
せ
ど
豊
見
親
の
に
ー
り
」
も
、
星
座
の
運
行
を
細
か
に
表
現
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
後
文
の
「
天
神
地
祇
」
へ
の
祈
り
と
平
灰
を
合
わ
せ
た
か
。
○
化
…
改

ま
る
、
し
た
が
う
、
教
え
導
く
。
○
實
…
底
本
の
み
が
「
宴
」
と
す
る
（
『
増
韻
』

「
宴
、
與
實
通
」
、
『
説
文
解
字
』
「
皇
、
正
也
」
）
。
諸
本
に
従
い
「
實
」
に
訂
す
る
。

0
垂
欄
…
あ
わ
れ
み
を
た
れ
る
。
あ
わ
れ
む
。
○
啓
明
星
…
「
啓
明
」
で
「
あ
け
の

明
星
、
金
星
」
を
指
す
。
「
与
那
覇
せ
ど
豊
見
親
の
に
ー
り
」
に
謡
わ
れ
る
「
う
ぶ

ら
く
ー
ら
」
も
「
明
け
の
明
星
」
を
指
し
、
豊
見
親
が
祈
り
の
最
後
に
見
た
星
と
な

っ
て
い
る
（
『
宮
古
島
旧
記
並
史
歌
集
解
』
）
。
○
寅
方
位
…
東
北
東
の
方
位
。
宮
古

か
ら
見
た
沖
縄
本
島
の
位
置
と
し
て
妥
当
。
「
白
川
氏
家
譜
」
に
は
「
艮
寅
之
方
」
、

『
球
陽
』
に
「
東
漠
」
。
O
挺
出
…
ぬ
き
出
る
。
秀
で
る
。
優
れ
る
。
本
話
や
『
球
陽
』

に
お
い
て
は
、
島
影
が
見
え
た
こ
と
に
よ
り
首
里
王
府
の
あ
る
方
角
を
知
っ
た
、
と

な
っ
て
い
る
が
、
「
白
川
氏
家
譜
」
で
は
、
中
山
の
貢
船
が
宮
古
に
漂
着
し
た
こ
と

に
よ
り
は
じ
め
て
首
里
王
府
の
存
在
を
知
っ
た
、
と
あ
る
。
○
慶
誠
…
恭
し
く
ま
こ

と
あ
る
こ
と
。
○
中
山
…
三
山
鼎
立
時
代
の
広
域
地
名
。
正
史
類
に
よ
れ
ば
、
琉
球

は
有
史
以
来
統
一
王
統
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
き
た
が
、
英
祖
王
統
・
玉
城
王
の
延

祐
年
間
（
＝
二
一
四
～
二
〇
年
）
に
至
っ
て
国
政
が
乱
れ
、
今
帰
仁
按
司
と
大
里
按

司
が
離
反
し
て
そ
れ
ぞ
れ
北
山
・
南
山
を
形
成
し
た
た
め
、
統
一
が
崩
れ
中
山
の
勢

力
範
囲
が
首
里
三
平
等
（
票
温
本
『
中
山
世
譜
』
、
『
球
陽
』
は
「
真
和
志
・
南
風
原
・

西
原
」
）
・
那
覇
・
泊
・
浦
添
・
北
谷
・
中
城
・
越
来
・
読
谷
山
・
具
志
川
・
勝
連
に

限
定
さ
れ
た
と
い
う
（
『
中
山
世
鑑
』
）
。
こ
の
中
山
の
範
囲
は
、
以
降
も
「
中
頭
」

と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
「
中
山
」
の
記
述
は
『
明
実
録
』
洪
武
五
年
（
一
三

七
二
年
）
条
に
、
明
の
太
祖
・
洪
武
帝
の
招
諭
に
応
じ
、
中
山
王
・
察
度
が
弟
の
泰

期
を
遣
わ
し
て
方
物
を
貢
じ
た
、
と
あ
る
の
が
初
見
。
三
山
鼎
立
時
代
、
中
山
の
拠

点
は
浦
添
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
尚
巴
志
が
一
四
一
七
年
に
北
山
王
・

は
ん
あ
ん
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
み
　

墓
安
知
を
、
一
四
二
九
年
に
南
山
王
・
他
魯
毎
を
亡
ぼ
し
て
第
一
尚
氏
王
統
に
よ
る

統
一
国
家
を
樹
立
し
、
統
一
後
は
慣
例
に
よ
り
「
琉
球
国
中
山
王
」
を
名
乗
っ
た
た

め
、
「
中
山
」
は
琉
球
国
の
別
称
と
な
っ
た
。

【
補
説
】

　
『
由
来
記
』
巻
二
十
「
廣
瀬
御
嶽
」
条
、
『
旧
記
』
巻
之
九
「
廣
瀬
嶽
」
条
に
よ
る
。

『
御
嶽
由
来
記
』
の
記
述
が
原
典
と
い
え
る
。

　
本
話
は
、
宮
古
島
東
部
に
位
置
す
る
廣
瀬
御
嶽
の
発
生
と
、
そ
の
霊
験
を
記
し
た

御
嶽
由
来
課
で
あ
る
。
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
が
首
里
王
府
と
の
交
渉
を
廣
瀬
御
嶽
に

祈
願
す
る
と
、
忽
ち
そ
の
霊
験
を
顕
わ
し
て
本
島
の
方
角
を
示
教
し
た
、
と
い
う
部

分
が
本
話
の
核
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
の
中
山
入
貢
の
経

緯
を
語
る
類
話
は
、
『
球
陽
』
や
、
「
与
那
覇
せ
ど
豊
見
親
の
に
ー
り
」
、
「
与
那
覇
勢

頭
豊
見
親
逗
留
奮
跡
」
の
碑
、
「
白
川
氏
家
譜
」
な
ど
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
ど
れ

も
が
微
妙
な
差
を
も
っ
て
生
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
本
書
の
正
巻
で
あ

る
『
球
陽
』
と
の
比
較
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
『
球
陽
』
巻
一
「
察
度
王
」
条
の
附
に
は
、
「
大
明
洪
武
年
間
、
宮
古
山
の
主
、
与

那
覇
勢
頭
豊
見
親
な
る
者
有
り
。
童
名
は
真
佐
久
。
此
の
時
、
本
島
は
兵
乱
大
い
に

発
し
、
防
戦
殺
奪
し
て
干
爽
息
ま
ず
。
雄
を
争
ひ
勇
を
侍
み
て
自
ら
島
主
と
爲
る
。

是
に
於
て
、
勢
頭
豊
見
親
深
く
念
へ
ら
く
、
騒
動
兵
乱
し
民
塗
炭
に
陥
る
。
聖
国
に

来
享
し
て
徳
政
に
沐
浴
し
仁
風
に
酒
游
し
て
以
て
人
民
を
安
ん
ぜ
し
め
ん
と
」
と
あ
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る
。
こ
の
記
事
に
は
、
ま
ず
入
貢
以
前
の
宮
古
が
果
て
し
な
い
戦
乱
の
渦
中
に
あ
っ

た
と
記
さ
れ
る
（
六
四
話
に
も
通
底
す
る
）
。
そ
れ
に
続
き
、
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親

が
入
貢
を
果
た
す
経
緯
が
語
ら
れ
て
お
り
、
群
雄
割
拠
す
る
宮
古
島
に
お
い
て
、
義

憤
を
感
じ
た
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
が
「
聖
国
に
来
享
し
て
徳
政
に
沐
浴
し
仁
風
に
酒

游
し
て
以
て
人
民
を
安
ん
ぜ
し
め
ん
」
と
、
宮
古
の
秩
序
形
成
を
願
っ
て
中
山
を
目

指
し
た
旨
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
『
遺
老
説
伝
』
は
、
入
貢
を
望
ん
だ
理
由
を
「
本
島
は
弾
丸
の
海
島

な
る
を
以
て
、
耕
器
欠
乏
す
れ
ば
、
大
国
に
納
款
し
、
資
用
を
給
足
せ
ん
」
と
し
て

お
り
、
よ
り
実
際
的
な
問
題
、
つ
ま
り
「
鉄
の
入
手
」
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
琉
球
・
中
山
を
「
聖
国
」
と
謳
い
上
げ
る
文
章
が
、
『
球
陽
』
と
い
う

中
山
を
中
心
と
す
る
意
識
を
持
っ
た
史
書
に
表
現
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
外

巻
で
あ
る
『
遺
老
説
伝
』
に
は
、
琉
球
を
「
大
国
」
と
表
現
し
、
ま
た
そ
の
教
化
を

願
う
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
つ
つ
も
、
宮
古
島
の
実
際
に
根
ざ
し
た
よ
う
な
意
識
が
説
話

に
描
か
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
「
遺
老
説
伝
」
と
い
う
語
り
の
枠
は
、
こ
の
よ
う

な
正
史
類
に
対
立
す
る
よ
う
な
異
伝
を
掲
げ
ら
れ
る
、
そ
う
い
っ
た
場
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
ま
た
『
御
嶽
由
来
記
』
や
『
由
来
記
』
は
と
も
に
、
本
文
の
最
後
に
「
與
那
覇
勢

頭
は
仲
宗
根
豊
見
親
よ
り
も
前
代
の
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
一
文
を
掲
げ
て

い
る
。
仲
宗
根
豊
見
親
は
、
も
ち
ろ
ん
王
府
に
よ
っ
て
公
に
認
め
ら
れ
た
宮
古
の
島

主
（
宮
古
頭
職
）
で
あ
る
が
、
そ
の
名
前
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
与
那
覇
勢

頭
豊
見
親
を
、
歴
史
の
中
に
呼
び
戻
す
効
果
が
あ
る
。
だ
が
、
『
旧
記
』
、
『
遺
老
説

伝
』
で
は
こ
の
一
文
は
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
『
遺
老
説

伝
』
と
い
う
枠
で
語
ら
れ
る
本
文
か
ら
歴
史
性
を
除
去
し
、
こ
れ
を
あ
く
ま
で
「
遺

る老OL
の
語
り
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
編
著
者
の
意
識
が
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
さ
せ

70

（
木
村
　
淳
也
）

【
原
文
】

一
往
昔
之
世
、
宮
古
山
有
二
一
男
一
女
之
神
一
（
一
神
名
日
二
赤
皿
赤
毫
眞
主
一
、
一

　
神
名
二
日
濱
之
里
主
一
）
。
現
ニ
ー
降
干
仲
間
嶽
一
日
、
吾
守
－
二
護
海
船
一
之
神
也
。

　
其
後
、
狩
俣
有
二
一
男
児
一
。
自
二
四
五
歳
一
、
常
造
二
小
舟
｝
、
以
供
二
玩
賞
｝
。

　
十
二
三
歳
時
、
其
父
、
爲
二
狼
船
水
梢
一
、
往
在
二
中
山
一
。
一
日
、
此
児
、
憶
レ

　
父
已
甚
、
往
到
二
磯
津
｝
、
遙
眺
二
海
景
一
、
而
慰
二
想
レ
父
之
情
一
。
時
見
二
此
嶽

　
↓
奇
石
一
、
即
取
以
戴
レ
舟
、
高
揚
二
錦
帆
一
、
往
ニ
ー
來
海
濱
一
、
以
爲
二
玩
樂
一
。

　
一
瞬
之
間
、
南
風
瞭
起
、
舟
走
如
レ
箭
、
往
到
二
外
洋
一
。
男
児
、
脱
衣
裸
身
、

　
浮
レ
水
起
去
、
而
不
レ
能
二
往
携
一
。
男
見
、
指
レ
島
蹄
來
、
風
已
逆
吹
、
難
二
以
上

　
岸
一
、
沈
ニ
ー
浮
波
面
一
、
至
二
干
晩
天
一
。
時
刻
遠
久
、
氣
力
已
端
、
遂
致
二
溺

　
死
一
。
而
小
舟
随
レ
波
走
去
、
漂
至
二
那
覇
港
一
。
此
時
、
父
亦
往
二
海
邊
一
而
遊

　
焉
。
忽
然
見
レ
之
日
、
吾
、
看
二
此
舟
一
、
児
子
所
二
常
玩
一
者
也
。
何
故
至
レ
此
。

　
想
必
我
児
、
已
死
二
子
海
中
一
者
也
哉
。
而
小
舟
、
衝
レ
風
凌
レ
濤
來
二
干
此
地
一
。

　
誠
是
奇
事
也
。
急
携
而
藏
二
之
於
岸
一
、
遂
帯
ニ
ー
回
此
舟
一
、
奉
ニ
ー
還
其
石
干
嶽

　
中
一
。
自
レ
蝕
之
後
、
本
島
之
人
、
愈
聞
二
其
事
一
、
愈
尊
ヨ
信
之
一
、
毎
レ
過
二
海

　
洋
｝
、
必
詣
二
此
嶽
一
、
取
二
嶽
中
之
石
一
、
紅
線
纏
ニ
ー
縛
之
一
、
藏
二
諸
箱
中
一
、

　
開
船
出
洋
　
。
　
　
　
　
．
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【
訓
読
】

一
往
昔
の
世
、
宮
古
山
に
一
男
一
女
の
神
（
一
は
神
名
を
赤
皿
赤
壷
眞
主
と
日
ひ
、

　
一
は
神
名
を
濱
之
里
主
と
日
ふ
）
有
り
。
仲
間
嶽
に
現
降
し
て
曰
く
、
「
吾
は
海

　
船
を
守
護
す
る
の
神
な
り
」
と
。
其
の
後
、
狩
俣
に
一
男
見
有
り
。
四
・
五
歳
よ

　
り
、
常
に
小
舟
を
造
り
、
以
て
玩
賞
に
供
す
。
十
二
・
三
歳
の
時
、
其
の
父
、
根

　
船
の
水
梢
と
爲
り
、
往
き
て
中
山
に
在
り
。
一
日
、
此
の
児
、
父
を
憶
ふ
こ
と
已

　
に
甚
だ
し
け
れ
ば
、
往
き
て
磯
津
に
到
り
、
遙
か
に
海
景
を
眺
め
て
、
父
を
想
ふ

　
の
情
を
慰
む
。
時
に
此
の
嶽
の
一
奇
石
を
見
、
印
ち
取
り
て
駄
て
舟
に
戴
せ
、
高

　
く
錦
帆
を
揚
げ
、
海
濱
を
往
來
し
、
以
て
玩
樂
を
爲
す
。
一
瞬
の
間
、
南
風
騨
か

　
に
起
り
、
舟
走
る
こ
と
箭
の
如
く
、
往
き
て
外
洋
に
到
る
。
男
児
、
脱
衣
し
て
裸

　
身
と
な
り
、
水
に
浮
び
て
起
ひ
去
く
も
、
而
も
往
き
て
携
す
る
こ
と
能
は
ず
。
男

　
児
、
島
を
指
し
て
蹄
り
來
る
に
、
風
已
に
逆
吹
し
、
以
て
上
岸
し
難
く
、
波
面
に

　
沈
浮
し
て
、
晩
天
に
至
る
。
時
刻
遠
久
に
し
て
、
氣
力
已
に
端
き
、
遂
に
溺
死
を

　
致
す
。
而
し
て
小
舟
は
波
に
随
ひ
走
去
し
、
漂
ひ
て
那
覇
港
に
至
る
。
此
の
時
、

　
父
も
亦
た
海
邊
に
往
き
て
遊
ぶ
。
忽
然
と
し
て
之
れ
を
見
て
曰
く
、
「
吾
、
此
の

　
舟
を
看
る
に
、
児
子
の
常
に
玩
ぶ
所
の
者
な
り
。
何
故
此
に
至
る
や
。
想
ふ
に
必

　
ず
我
が
児
、
已
に
海
中
に
死
す
る
者
な
ら
ん
。
而
し
て
小
舟
、
風
を
衝
き
濤
を
凌

　
ぎ
て
此
の
地
に
來
る
。
誠
に
是
れ
奇
事
な
り
」
と
。
急
ぎ
携
し
て
之
れ
を
岸
に
藏

　
め
、
遂
に
此
の
舟
を
帯
回
し
、
其
の
石
を
嶽
中
に
奉
還
す
。
蝕
れ
よ
り
の
後
、
本

　
島
の
人
、
倉
な
其
の
事
を
聞
き
、
愈
≧
之
れ
を
尊
信
し
、
海
洋
を
過
る
毎
に
、
必

　
ず
此
の
嶽
に
詣
り
て
、
嶽
中
の
石
を
取
り
、
紅
線
に
て
之
れ
を
纏
縛
し
、
箱
中
に

　
藏
め
、
開
船
出
洋
す
。

【
語
注
】

○
宮
古
山
↓
第
四
一
語
注
。
○
赤
皿
赤
吉
里
眞
主
…
「
ア
カ
サ
ラ
ノ
ア
カ
ツ
ボ
ノ
マ
ヌ

シ
」
。
神
名
（
角
川
語
注
）
。
○
濱
之
里
主
…
「
ハ
マ
ノ
サ
ト
ヌ
シ
」
。
神
名
（
角
川

語
注
）
。
○
仲
間
嶽
…
『
御
嶽
由
来
記
』
等
に
は
「
中
間
嶽
」
。
『
由
来
記
』
に
「
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ス
ゥ
ツ

津
御
嶽
ト
モ
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
磯
津
御
嶽
の
こ
と
。
狩
俣
集
落
の
北
方
・
ナ
ー

ビ
ダ
（
長
い
浜
）
の
砂
浜
に
接
し
て
存
す
る
（
『
由
来
記
』
に
「
狩
俣
村
後
の
海
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
マ
ム
ト
ゥ

打
涯
ニ
ア
リ
」
）
。
『
平
良
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
中
間
元
と
呼
ば
れ
る
家
系
の
人
々
の

奉
祀
す
る
御
嶽
で
あ
り
、
イ
ビ
の
規
模
は
狩
俣
の
御
嶽
の
な
か
で
は
最
大
（
横
一
〇

メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
三
メ
ー
ト
ル
）
。
高
さ
六
〇
セ
ン
チ
の
石
垣
が
廻
ら
し
て
あ

る
。
祭
神
は
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
神
（
船
路
の
神
）
」
で
、
航
海
の
安
全
、
旅
の
無
事
を

祈
っ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
イ
ビ
の
前
の
砂
を
お
守
り
と
し
て
携
帯
し
た
。
自
然
物

を
護
符
と
し
て
旅
に
携
行
す
る
信
仰
が
み
ら
れ
る
御
嶽
は
こ
こ
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

戦
後
こ
の
信
仰
は
無
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
原
田
禺
雄
は
「
こ
の
（
仲
間
元
の
1

注
筆
者
）
家
系
の
人
々
に
は
、
優
秀
な
船
員
が
い
た
、
と
伝
承
さ
れ
る
」
と
述
べ
る

（
典
拠
不
明
）
ρ
○
現
降
…
現
れ
降
る
。
天
降
り
す
る
こ
と
（
角
川
語
注
）
。
○
守
護

海
船
之
神
…
現
在
、
磯
津
御
嶽
に
祀
ら
れ
て
い
る
祭
神
も
、
や
は
り
「
船
路
の
神
」

と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
語
注
）
。
「
海
船
」
は
字
義
通
り
「
航
海
の
た
め
の
船
」
と
考

え
ら
れ
る
が
、
稲
村
賢
敷
は
「
（
海
船
は
）
楷
船
と
も
書
き
宮
古
沖
縄
間
を
往
来
し

て
貢
物
を
運
搬
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
」
と
述
べ
る
。
狩
俣
に
は
九
つ
の
ム
ト
ゥ

（
元
）
が
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
ユ
ム
ト
ゥ
（
四
元
）
の
う
ち
、
大
城
元
は
村
創
世

の
神
、
志
立
元
は
五
穀
の
神
、
仲
嶺
元
は
水
の
神
を
祀
る
。
中
間
元
は
「
ミ
ョ
ウ
ニ

ヌ
ス
」
と
い
う
神
を
祭
っ
て
お
り
、
「
ミ
ョ
ウ
ニ
」
は
「
船
」
、
「
ヌ
ス
」
は
「
主
」

で
、
「
航
海
の
安
全
を
司
る
神
」
の
こ
と
。
『
平
良
市
史
』
御
嶽
編
に
は
「
地
元
の
伝
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承
で
よ
く
聞
か
さ
れ
る
も
の
に
「
ナ
ー
マ
ム
ト
ゥ
と
イ
ス
ゥ
ツ
御
嶽
は
一
緒
」
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
“
一
緒
”
と
い
う
意
味
は
祭
神
が
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
。
○
狩
俣
…
方
音
「
カ
ズ
マ
タ
」
、
「
カ
イ
マ
タ
」
。
宮
古
島
の
北
部
に
位
置
す

る
集
落
。
村
は
大
城
御
嶽
の
女
神
「
豊
見
赤
星
て
た
な
ふ
ら
真
主
」
が
東
方
の
島
尻

当
原
に
天
降
り
し
、
男
女
を
生
ん
だ
の
が
始
ま
り
と
伝
え
る
（
『
御
嶽
由
来
記
』
）
。

こ
の
村
建
か
ら
の
発
展
過
程
は
「
狩
俣
祖
神
の
ニ
ー
リ
」
に
謡
わ
れ
る
。
『
両
島
絵

図
帳
』
に
は
「
か
り
ま
た
間
切
」
と
見
え
、
根
井
間
・
狩
俣
・
島
尻
・
大
神
・
池
間

の
五
か
村
が
記
さ
れ
る
。
根
井
間
村
を
除
く
四
か
村
は
、
宮
古
島
を
支
配
す
る
四
島

の
親
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
。
狩
俣
間
切
は
の
ち
平
良
問
切
に
属
す
る
が
、
廃
合
の

年
代
は
未
詳
。
○
玩
賞
…
も
て
あ
そ
び
め
で
る
。
鑑
賞
す
る
。
○
粕
船
…
「
狼
」
は

「
糧
」
に
同
じ
。
「
糧
船
」
で
「
糧
税
を
運
搬
す
る
船
。
南
方
の
年
貢
米
を
運
河
由
っ

て
北
方
に
運
漕
す
る
船
」
の
意
（
『
六
部
成
語
』
戸
部
・
糧
船
・
注
解
「
運
船
之
総

名
」
）
。
○
水
梢
…
水
夫
（
角
川
語
注
）
。
『
歴
代
宝
案
』
に
「
卒
領
水
梢
」
、
「
梢
役
」

の
用
例
あ
り
（
第
二
集
第
一
巻
）
。
「
梢
」
は
「
船
の
か
じ
」
の
意
。
○
中
山
…
↓
第

　
　
　
　
　
　
　
イ
ス
ゥ
ツ

六
九
話
語
注
。
○
磯
津
…
前
掲
語
注
か
ら
、
単
に
「
磯
辺
、
海
辺
」
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
角
川
注
が
言
う
よ
う
に
「
仲
間
嶽
の
所
在
す
る
処
」
と
読
む
べ
き
。
〇
一

奇
石
…
六
五
話
に
「
奇
石
」
の
用
例
あ
り
。
『
旧
記
』
で
は
単
に
「
獄
石
」
。
物
語
の

展
開
を
先
取
り
し
て
の
表
現
変
更
か
。
○
玩
樂
…
『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
嬉
戯
取
楽
」
。

六
二
話
、
七
三
話
に
も
同
用
例
あ
り
。
↓
第
六
二
話
語
注
。
○
縢
…
は
し
る
。
す
み

や
か
、
に
わ
か
、
し
ば
し
ば
。
○
箭
…
矢
。
や
だ
け
。
○
趨
…
「
赴
」
に
同
じ
で
、

「
尾
を
あ
げ
て
走
る
、
走
る
、
追
い
か
け
る
」
。
○
時
刻
…
刻
限
、
時
間
、
時
期
。
○

遠
久
…
「
久
遠
」
と
同
様
「
永
く
久
し
い
」
程
の
意
味
か
。
九
三
話
に
「
久
遠
」
の

例
あ
り
。
『
中
山
世
譜
』
『
旧
記
』
『
球
陽
』
な
ど
の
漢
文
の
本
文
に
は
「
遠
久
」
の

用
例
な
し
。
筆
写
時
の
顛
倒
と
も
考
え
ら
れ
る
。
○
蜴
…
枯
れ
る
。
尽
き
る
。
○
那

覇
港
…
沖
縄
本
島
西
海
岸
、
東
シ
ナ
海
に
面
す
る
港
湾
。
古
来
沖
縄
の
歴
史
的
・
文

化
的
門
戸
だ
っ
た
。
那
覇
港
が
現
在
の
範
囲
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
四
七

年
以
降
で
、
復
帰
と
同
時
に
従
来
の
那
覇
港
・
泊
港
・
那
覇
新
港
が
＝
兀
化
さ
れ
て

那
覇
港
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
現
在
の
那
覇
埠
頭
の
み
を
指

す
。
古
琉
球
の
時
代
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
易
が
隆
盛
し
た
た
め
、
那
覇

港
の
整
備
も
進
み
、
大
和
口
・
先
島
口
・
唐
船
口
が
設
け
ら
れ
た
。
景
泰
二
年
（
一

四
五
一
）
に
は
長
虹
堤
が
築
か
れ
、
首
里
の
外
港
と
し
て
の
重
要
性
を
増
し
た
と
い

う
。
0
衝
…
「
突
く
、
向
か
う
、
当
る
」
な
ど
の
意
。
「
衝
風
」
で
「
疾
風
、
暴
風
」

の
意
も
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
不
可
。
○
帯
回
…
持
ち
か
え
る
。
○
倉
…
↓
第
五
四
話

語
注
。
○
紅
線
纏
縛
…
「
纏
縛
」
は
「
ま
と
い
縛
る
」
。
『
御
嶽
由
来
記
』
に
は
「
彼

御
嶽
の
石
を
取
、
赤
締
の
筋
に
て
巻
、
守
と
拝
持
申
候
」
と
あ
り
、
御
嶽
の
石
に
赤

い
糸
を
巻
き
付
け
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
理
由
も
「
続
筋
を
船
に
付
、
上
下

無
何
事
御
引
付
可
被
下
と
の
御
誓
の
由
候
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
旧
記
』
、
『
遺
老

説
伝
』
に
は
こ
の
理
由
説
明
が
な
い
。
○
藏
諸
箱
中
…
『
旧
記
』
以
降
の
文
章
で
付

加
さ
れ
た
表
現
。
『
御
嶽
由
来
記
』
に
は
、
石
が
具
体
的
に
ど
こ
に
納
め
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

た
か
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
角
川
本
は
「
諸
」
を
代
名
詞
と
し
て
「
諸
れ
」
と
訓
読

す
る
が
、
「
箱
中
」
と
い
う
場
所
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
位
置
を
示
す

前
置
詞
的
語
句
（
「
に
」
ほ
ど
の
意
）
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
箱
」
は
「
車

の
荷
ば
こ
、
も
の
を
入
れ
る
は
こ
、
こ
め
ぐ
ら
」
等
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
船
内
」

と
い
う
程
の
意
味
で
解
す
。
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【
補
説
】

　
本
話
は
『
由
来
記
』
巻
二
十
「
中
間
御
嶽
」
条
、
『
旧
記
』
巻
之
九
「
中
間
嶽
」

条
に
依
る
。
『
由
来
記
』
の
本
文
は
『
御
嶽
由
来
記
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
仲
間
（
イ
ス
ゥ
ツ
）
御
嶽
の
、
航
海
守
護
の
霊
験
を
語
る
説
話
で
あ
る
。

　
『
御
嶽
由
来
記
』
か
ら
『
由
来
記
』
、
『
旧
記
』
へ
と
、
そ
の
依
拠
の
変
遷
を
辿
る

と
、
構
成
に
大
き
な
変
更
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
『
御
嶽
由
来
記
』
で
は
、
「
中
間
嶽
」

に
「
守
船
の
神
」
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
上
下
無
何
事
御
引
付
可
被
下
」
と

の
意
味
を
込
め
、
石
を
赤
い
糸
で
巻
い
て
船
に
積
載
し
た
旨
が
先
に
記
さ
れ
、
そ
れ

に
続
い
て
、
本
話
と
同
様
に
小
児
の
遭
難
と
小
船
の
渡
海
が
記
さ
れ
る
（
『
由
来
記
』

も
略
ぼ
同
じ
）
。
し
か
し
、
こ
の
構
成
か
ら
は
、
仲
間
嶽
に
守
船
の
神
が
降
臨
し
た

こ
と
で
、
す
で
に
そ
の
嶽
の
石
を
船
に
積
載
す
る
風
習
が
発
生
し
た
よ
う
に
読
め

る
。
一
方
『
旧
記
』
に
お
い
て
は
そ
の
構
成
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
石
を
船
に
積
載

す
る
風
習
は
、
ま
さ
に
子
供
が
溺
死
し
た
そ
の
事
件
に
よ
っ
て
発
生
し
た
、
と
語
り

直
さ
れ
て
お
り
、
『
遺
老
説
伝
』
も
基
本
的
に
そ
の
路
線
を
受
け
継
い
で
い
る
。
航

海
に
際
し
御
嶽
の
石
を
携
行
す
る
由
来
が
二
重
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
部
分

を
、
合
理
的
に
解
釈
し
た
た
め
の
変
更
と
言
え
よ
う
か
。

　
当
時
の
航
海
は
も
ち
ろ
ん
危
険
が
常
に
伴
っ
て
お
り
、
そ
の
安
全
を
祈
る
こ
と
は

宮
古
の
人
々
に
と
っ
て
も
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
目
を
引
く
の

は
、
溺
死
し
た
子
供
の
父
親
が
「
狼
船
水
梢
」
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
旧
記
』
で

は
記
さ
れ
な
い
が
、
『
御
嶽
由
来
記
』
、
『
由
来
記
』
に
は
「
定
納
船
渡
海
の
時
分
、

彼
御
嶽
の
石
を
取
…
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
風
習
が
航
海
一
般
の
安
全
祈
願
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
貢
納
船
の
航
海
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
粟
や
宮

古
上
布
な
ど
、
宮
古
か
ら
の
上
納
物
の
安
全
な
運
搬
は
、
首
里
王
府
に
と
っ
て
も
、

対
外
交
渉
（
特
に
ヤ
マ
ト
）
に
お
い
て
死
活
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
さ
び

よ
い
。
特
に
、
宮
古
か
ら
首
里
王
府
へ
の
貢
納
品
で
あ
っ
た
綾
錆
上
布
（
宮
古
上
布
）

は
、
尚
永
王
代
（
一
五
七
三
～
八
八
年
）
に
「
織
物
技
術
の
優
秀
性
が
王
府
内
で
高

く
評
価
さ
れ
」
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
当
時
か
ら
「
薩
摩
藩
が
、
こ
れ
に
対
し
て
絶

大
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
（
『
平
良
市
史
』
）
。
そ
の
証
拠
に
、
慶
長
の

役
（
一
六
〇
九
年
）
に
お
い
て
琉
球
を
附
庸
国
と
し
た
薩
摩
藩
は
、
首
里
王
府
が
毎

年
納
付
す
べ
き
貢
納
品
に
「
芭
蕉
布
三
千
端
、
上
布
六
千
端
、
下
布
一
万
端
」
を
加

え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
宮
古
・
八
重
山
地
域
が
人
頭
税
と
し
て
負
担
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
本
話
の
仲
間
御
嶽
が
、
ご
く
初
期
の
段
階
で
王
府
に
公
認
さ

れ
た
一
六
御
嶽
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
由
来
讃
が
「
遺
老
伝
」
と
い
う
枠
の

中
で
残
さ
れ
る
の
も
、
本
話
の
伝
承
背
景
に
、
貢
納
船
の
安
全
祈
願
を
語
る
部
分
が

あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
　
淳
也
）

71

【
原
文
】

一
昔
、
姑
米
島
有
二
一
按
司
一
、
産
ー
二
下
一
女
一
。
此
女
、
聰
明
敏
捷
、
才
貌
兼
美
。

　
自
二
年
七
歳
一
、
常
拝
二
日
月
一
、
崇
－
二
信
佛
神
一
、
萬
般
吉
凶
、
蓋
皆
預
知
。
時

　
有
二
一
艘
一
、
常
嫉
二
其
才
｝
、
要
二
以
謀
害
｝
。
乃
憩
二
之
干
岳
父
一
日
、
岳
父
就

　
寝
、
侯
二
更
深
夜
静
時
一
、
印
有
上
少
年
潜
入
二
内
房
一
、
與
二
令
女
一
私
通
下
。
其

　
父
、
深
信
レ
之
、
大
怒
大
罵
、
急
把
二
女
子
一
、
坐
－
二
駕
小
舟
一
、
流
－
二
去
大
海
一

　
日
、
汝
若
無
二
過
罪
一
、
漂
二
乎
善
地
一
。
若
已
有
二
過
行
一
、
必
至
二
鬼
界
一
、
以
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受
二
螢
苦
一
。
其
兄
、
見
レ
之
、
乃
諫
レ
父
日
、
小
妹
、
謹
愼
深
戒
、
無
レ
有
二
小

罪
一
。
何
聴
二
譜
婦
之
言
一
、
輕
易
流
放
耶
。
其
父
聞
レ
之
獣
然
不
レ
答
。
其
兄
、

既
退
而
出
、
自
付
日
、
吾
與
二
小
妹
一
、
誠
此
骨
肉
之
親
也
。
量
忍
二
棄
レ
他
猫

生
一
耶
。
即
投
二
干
水
中
一
、
批
」
一
住
小
舟
一
跳
－
二
入
其
中
一
、
便
與
二
小
妹
一
放
レ

聲
大
巽
。
載
沈
載
浮
、
随
レ
浪
凌
レ
濤
、
漂
－
二
至
宮
古
濫
水
津
一
。
兄
妹
携
レ
手
上

岸
、
祈
二
盤
山
嶽
一
。
此
夜
果
見
夢
告
日
、
汝
等
、
已
無
二
小
過
一
而
流
二
於
此

島
一
。
甚
憐
－
二
佃
之
一
。
今
、
東
仲
宗
根
有
二
船
立
地
一
。
早
去
二
其
地
一
、
以
爲
二

居
住
一
焉
。
二
人
醒
毘
、
夢
告
不
二
相
異
一
焉
。
二
人
、
深
拝
－
二
謝
之
一
、
印
尋
二

船
立
地
一
、
而
往
視
レ
之
、
果
善
地
也
。
遂
結
二
草
屋
一
而
栖
居
焉
。
恒
爲
二
村
民
一

採
薪
挑
水
傭
工
自
食
。
一
旦
、
隅
屋
里
兼
久
世
主
、
深
慕
二
其
女
才
貌
兼
美
一
、

媒
始
已
通
、
結
爲
二
夫
婦
一
、
生
－
二
産
九
男
一
。
倶
是
賦
性
敦
厚
、
容
貌
美
麗
。

年
稽
成
長
、
憶
－
二
起
外
祖
一
、
遂
催
二
船
隻
一
、
催
二
母
與
レ
父
一
、
同
到
二
於
姑
米

島
一
、
尋
ー
二
求
祖
父
之
家
一
、
奉
叙
二
闊
情
一
。
祖
父
感
二
其
情
意
一
、
相
待
如
レ

故
。
已
臨
二
別
時
一
、
祖
父
、
將
二
鐵
鋼
拉
鐵
匠
秘
書
一
、
給
」
｝
與
干
他
一
、
而
摘

回
焉
。
宮
古
山
素
無
二
鐵
鋼
一
。
但
用
二
牛
馬
之
骨
一
以
爲
二
耕
器
一
、
五
穀
未
レ

登
。
屡
致
二
磯
饅
一
。
此
人
、
得
レ
鐵
而
蹄
、
精
－
二
造
農
器
一
、
以
授
二
百
姓
一
。

百
姓
壷
二
力
田
畝
一
、
五
穀
豊
饒
、
民
人
樂
レ
業
。
至
二
乎
彼
人
病
死
一
、
村
民
皆

感
二
兄
妹
之
恩
一
、
葬
二
之
子
船
立
山
一
、
遂
尊
」
一
信
之
一
、
以
爲
二
神
嶽
一
。

【
訓
読
】

一
昔
、
姑
米
島
に
一
按
司
あ
り
、
一
女
を
産
下
す
。
此
の
女
、
聰
明
敏
捷
、
才
貌
兼

　
美
な
り
。
年
七
歳
よ
り
、
常
に
日
月
を
拝
し
、
佛
神
を
崇
信
し
、
萬
般
吉
凶
、
蓋

　
く
皆
預
知
す
。
時
に
一
艘
あ
り
、
常
に
其
の
才
を
嫉
み
、
以
て
謀
害
せ
ん
と
す
。

乃
ち
之
れ
を
岳
父
に
憩
へ
て
曰
く
、
岳
父
就
寝
す
れ
ば
、
更
深
夜
静
の
時
を
侯
ち
、

印
ち
少
年
の
潜
か
に
内
房
に
入
り
、
令
女
と
私
通
す
る
あ
り
と
。
其
の
父
、
深
く

之
れ
を
信
じ
、
大
い
に
怒
り
大
い
に
罵
し
り
、
急
ぎ
女
子
を
把
へ
、
小
舟
に
坐
駕

せ
し
め
、
大
海
に
流
去
し
て
曰
く
、
汝
若
し
過
罪
な
け
れ
ば
、
善
地
に
漂
せ
ん
。

若
し
已
に
過
行
あ
れ
ば
、
必
ず
鬼
界
に
至
り
、
以
て
劣
苦
を
受
け
ん
と
。
其
の

兄
、
之
れ
を
見
、
乃
ち
父
を
諌
め
て
曰
く
、
小
妹
は
、
謹
愼
深
戒
、
小
罪
あ
る
こ

と
な
し
。
何
ぞ
譜
婦
の
言
を
聴
き
、
輕
易
に
流
放
す
る
や
と
。
其
の
父
之
れ
を
聞

く
も
獣
然
と
し
て
答
へ
ず
。
其
の
兄
、
既
に
退
き
て
出
で
、
自
ら
付
り
て
曰
く
、

吾
と
小
妹
と
は
、
誠
に
此
れ
骨
肉
の
親
な
り
。
豊
他
を
棄
て
て
猫
り
生
く
る
に
忍

び
ん
や
と
。
即
ち
水
中
に
投
じ
、
小
舟
を
祉
き
住
め
て
其
の
中
に
跳
び
入
り
、
便

ち
小
妹
と
聲
を
放
ち
て
大
い
に
巽
す
。
載
ち
沈
み
載
ち
浮
び
、
浪
に
随
ひ
濤
を
凌

ぎ
て
、
宮
古
滋
水
津
に
漂
至
す
。
兄
妹
手
を
携
へ
て
上
岸
し
、
盤
山
嶽
に
祈
る
。

此
の
夜
果
し
て
見
る
夢
告
に
曰
く
、
汝
等
、
已
に
小
過
な
く
し
て
此
の
島
に
流
さ

る
。
甚
だ
之
れ
を
憐
憧
す
。
今
、
東
仲
宗
根
に
船
立
の
地
あ
り
。
早
く
其
の
地
に

去
き
、
以
て
居
住
を
爲
せ
と
。
二
人
醒
豊
す
る
に
、
夢
告
相
異
な
ら
ず
。
二
人
、

深
く
之
れ
を
拝
謝
し
、
部
ち
船
立
の
地
を
尋
ね
て
、
往
き
て
之
れ
を
視
る
に
、
果

し
て
善
地
な
り
。
遂
に
草
屋
を
結
び
て
栖
居
す
。
恒
に
村
民
の
爲
に
採
薪
挑
水
傭

工
し
て
自
食
す
。
一
旦
、
隅
屋
の
里
の
兼
久
世
主
、
深
く
其
の
女
の
才
貌
兼
美
な

る
を
慕
ひ
、
媒
灼
已
に
通
じ
、
結
び
て
夫
婦
と
爲
り
、
九
男
を
生
産
す
。
倶
に
是

れ
賦
性
敦
厚
、
容
貌
美
麗
な
り
。
年
稽
成
長
し
て
、
外
祖
を
憶
起
し
、
遂
に
船
隻

を
健
ひ
、
母
と
父
と
を
催
し
、
同
に
姑
米
島
に
到
り
、
祖
父
の
家
を
尋
ね
求
め
、

奉
み
て
闊
情
を
叙
す
。
祖
父
其
の
情
意
に
感
じ
、
相
待
す
る
こ
と
故
の
如
し
。
已

に
別
る
る
時
に
臨
み
、
祖
父
、
鐵
鋼
拉
び
に
鐵
匠
の
秘
書
を
將
て
、
他
に
給
與
し
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て
、
摘
回
せ
し
む
。
宮
古
山
は
素
よ
り
鐵
鋼
な
し
。
但
牛
馬
の
骨
を
用
ひ
て
以
て

耕
器
を
爲
り
、
五
穀
未
だ
登
ら
ず
。
屡
磯
饅
に
致
す
。
此
の
人
、
鐵
を
得
て
蹄

り
、
農
器
を
精
造
し
、
以
て
百
姓
に
授
く
。
百
姓
力
を
田
畝
に
壷
し
、
五
穀
豊
饒

し
、
民
人
業
を
樂
し
む
。
彼
の
人
病
死
す
る
に
至
り
、
村
民
皆
兄
妹
の
恩
に
感

じ
、
之
れ
を
船
立
山
に
葬
り
、
遂
に
之
れ
を
尊
信
し
、
以
て
神
嶽
と
爲
す
。

【
語
注
】

○
捜
…
あ
に
よ
め
。
○
聰
明
敏
捷
才
貌
兼
美
…
賢
く
美
し
い
こ
と
は
霊
力
が
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
の
現
れ
。
○
自
年
七
歳
…
七
歳
ま
で
は
「
神
の
子
」
。
人
の
数
に
は
い

っ
て
か
ら
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
五
七
話
の
糸
蒲
寺
で
も
少
女
の
年
齢
は
八
歳
。

『
万
葉
集
』
巻
九
・
一
八
九
〇
に
も
「
葦
屋
の
　
菟
原
娘
子
の
　
八
年
子
の
」
と
あ

る
。
○
拝
日
月
崇
信
佛
神
…
日
月
を
拝
し
仏
神
を
崇
信
す
る
。
『
由
来
記
』
で
は

「
日
天
月
天
ヲ
敬
シ
ケ
レ
バ
」
O
万
般
…
す
べ
て
の
物
事
。
○
蓋
皆
預
知
…
『
由
来

記
』
で
は
二
事
モ
不
違
占
ピ
ケ
リ
」
。
○
岳
父
…
妻
の
父
。
し
ゅ
う
と
。
○
更
深

夜
静
…
「
更
深
」
は
夜
が
更
け
ゆ
く
こ
と
。
「
夜
静
」
は
夜
静
か
な
こ
と
。
0
過
罪

…
過
ち
と
罪
。
○
鬼
界
…
死
者
の
世
界
。
○
譜
婦
…
い
つ
わ
り
を
い
う
女
の
意
で
、

こ
こ
で
は
艘
を
さ
す
。
○
他
…
↓
第
八
話
語
注
。
○
祉
住
…
ヒ
キ
ト
ド
ム
（
角
川

注
）
。
「
祉
」
は
ひ
き
さ
く
、
ひ
っ
ぱ
る
意
。
○
載
沈
載
浮
…
ス
ナ
ハ
チ
シ
ズ
ミ
、
ス

ナ
ハ
チ
ト
ド
ム
（
角
川
注
）
。
浮
き
つ
沈
み
つ
、
波
の
ま
に
ま
に
。
○
東
仲
宗
根
…

平
良
問
切
り
に
属
し
、
平
良
五
ヶ
村
の
一
つ
。
現
在
は
宮
古
島
市
平
良
仲
宗
根
。
漂

水
御
嶽
の
創
世
神
話
に
よ
れ
ば
、
創
世
神
古
意
角
・
姑
依
玉
の
男
女
神
か
ら
生
ま
れ

た
男
神
宗
達
神
は
東
仲
宗
根
を
、
女
神
嘉
玉
神
は
西
仲
宗
根
を
領
し
た
と
い
う
。
○

憐
仙
…
憐
れ
ん
で
物
を
ほ
ど
こ
す
。
○
夢
告
不
相
異
…
「
果
見
夢
」
に
同
じ
く
、
神

の
お
告
げ
の
あ
る
時
の
常
套
表
現
。
○
採
薪
…
薪
を
と
る
こ
と
。
○
挑
水
…
水
を
汲

む
。
○
傭
工
…
傭
わ
れ
た
職
工
。
こ
こ
で
は
職
工
に
傭
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
か
。
○

賦
性
敦
厚
容
貌
美
麗
…
性
質
が
温
厚
で
容
姿
も
美
し
い
。
常
人
と
は
異
な
る
こ
と
を

い
う
。
○
闊
情
…
「
闊
」
は
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
「
闊
別
」
は
久
し
く
会

わ
な
い
こ
と
を
い
う
。
○
兼
久
世
主
…
カ
ニ
ク
ヨ
ノ
ヌ
シ
、
人
名
（
角
川
注
）
。
世

主
、
按
司
は
同
義
。
ま
た
、
こ
こ
で
求
婚
す
る
の
が
隅
屋
に
住
む
兼
久
世
主
で
あ
る

こ
と
は
、
鍛
冶
と
炭
の
関
係
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
○
憶
起
…
お
も
い
起
こ
す

こ
と
。
○
相
待
如
故
…
相
待
す
る
こ
と
も
と
の
如
し
。
「
故
」
は
も
と
の
意
（
角
川

注
）
。
○
摘
回
…
「
摘
」
に
は
動
か
す
意
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
宮
古
島
へ
帰
る
こ
と

を
い
う
か
。
○
鐵
匠
秘
書
…
鉄
器
を
製
す
る
奥
義
を
伝
え
る
書
。
○
船
立
嶽
…
フ
ナ

ダ
テ
ィ
。
平
良
市
街
の
住
宅
地
に
あ
る
。
船
立
堂
と
も
い
う
。
現
在
の
御
嶽
区
域
は

約
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
御
嶽
の
後
方
は
小
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
屋
形
の
祠
が
あ
る
。
前
方
に
灯
籠
が
一
対
置
か
れ
、
神
社
・
拝
所
風
に
整
備
さ

れ
て
い
る
（
『
平
凡
社
地
名
辞
典
』
）
。
祭
神
は
男
女
神
、
カ
ネ
ト
ノ
、
シ
ラ
コ
ニ
ヤ

ジ
ツ
カ
サ
（
『
由
来
記
』
）
。

【
補
説
】

　
『
由
来
記
』
巻
二
十
「
船
立
御
嶽
」
条
、
『
旧
記
』
巻
之
九
「
船
立
獄
」
条
、
『
御

嶽
由
来
記
』
「
船
立
御
嶽
」
条
に
拠
る
。

　
こ
れ
は
、
久
米
島
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
兄
妹
が
鍛
冶
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
を
語
る
、
宮
古
島
船
立
嶽
の
由
来
諌
で
あ
る
。
媛
の
誘
言
に
よ
り
父

の
怒
り
に
ふ
れ
た
妹
を
哀
れ
ん
で
、
そ
の
兄
も
妹
と
と
も
に
久
米
島
か
ら
宮
古
島
に

流
れ
着
く
。
夢
告
に
よ
っ
て
船
立
の
地
を
す
み
か
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
美
し
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さ
を
聞
き
及
ん
だ
兼
久
世
主
と
妹
は
結
ば
れ
、
多
く
の
子
を
な
し
た
。
子
は
成
長
し

て
父
母
と
と
も
に
久
米
島
へ
渡
り
、
祖
父
の
誤
解
を
と
い
て
鍛
冶
の
技
術
を
伝
授
さ

れ
て
宮
古
島
に
帰
還
す
る
。
牛
馬
の
骨
で
作
っ
て
い
た
農
具
が
鉄
製
に
な
っ
た
た
め

に
、
そ
れ
ま
で
飢
饒
に
苦
し
ん
で
い
た
村
が
豊
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
兄
妹
の

恩
を
感
じ
て
村
人
は
彼
ら
を
神
と
し
て
御
嶽
に
祀
っ
た
と
い
う
。

　
宮
古
島
に
限
ら
ず
、
鉄
製
農
具
の
使
用
に
よ
っ
て
作
物
の
収
穫
は
倍
増
し
、
そ
の

普
及
は
人
々
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
。
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
稲
の
伝
来

も
鉄
器
の
普
及
及
び
鍛
冶
技
術
の
伝
来
も
等
し
く
、
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
鍛
冶
神
は
、
開
拓
神
以
外
に
も
農
業
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
鍛
冶
が
伝
え
ら
れ
て
か
ら
後
、
鉄
製
農
具
の
利
用
に
よ
っ
て
著
し

い
農
業
改
革
が
な
さ
れ
豊
作
が
約
束
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ

こ
で
の
鍛
冶
の
神
は
い
わ
ば
第
二
の
開
拓
神
・
始
祖
神
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
説
話
は
宮
古
島
の
第
二
の
始
祖
伝
承
と
し
て
読
み
か
え
ら
れ
る

も
の
で
も
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
洪
水
な
ど
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
罪
を
得
て

流
さ
れ
た
結
果
兄
妹
二
人
が
こ
の
地
に
流
れ
着
き
、
宮
古
島
の
鍛
冶
の
神
と
し
て
祀

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
説
話
は
こ
の
妹
の
罪
を
嫉
ま
れ
た
ゆ
え
の
冤

罪
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
ウ
ツ
ロ
船
伝
承
や
貴
種
流
離
諦
で
は
何
か
し
ら
の

罪
を
得
た
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
流
さ
れ
る
契
機
に
は
必
ず
や
流
さ
れ
る
必
然

性
、
つ
ま
り
負
の
要
素
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。

　
↓
見
継
子
い
じ
め
謳
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
説
話
の
、
執
拗
な
ま
で
に
妹
を
思
い

や
る
兄
の
行
為
は
不
可
解
で
、
近
親
相
姦
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
ら
せ

る
。
も
ち
ろ
ん
説
話
は
直
接
兄
妹
の
近
親
相
姦
を
語
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
こ
の

流
離
の
背
景
に
は
禁
忌
を
犯
し
た
罪
が
隠
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
故
な

ら
近
親
相
姦
と
は
始
祖
伝
承
を
語
る
上
で
必
用
不
可
欠
な
要
素
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

こ
れ
を
第
二
の
始
祖
伝
承
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
兄
妹
始
祖
伝
承
に

お
け
る
近
親
相
姦
を
み
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
は
船
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
も
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。
船
は
は
じ
め
、
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
な
ど
罪
を
流
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
宮
古
島

に
漂
着
し
て
か
ら
は
負
（
臓
れ
）
が
転
じ
て
、
鉄
に
象
徴
さ
れ
る
豊
饒
を
も
た
ら
す

も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
船
の
も
つ
両
義
性
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
船
は
災
い
を
追
放
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
異
界
か
ら
冨
を
も
た
ら

す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堂
野
前
　
彰
子
）
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【
原
文
】

　
一
昔
、
宮
古
山
友
利
村
平
屋
地
有
二
一
男
童
一
。
賦
性
敏
慧
、
存
心
正
直
。
幼

　
時
、
倶
喪
二
隻
親
｝
、
屋
盧
壌
敗
、
第
宅
荒
涼
、
身
無
レ
所
レ
依
、
或
住
二
干
岩
洞

　
之
中
一
、
或
宿
二
干
樹
蔭
之
下
一
。
常
爲
二
村
民
一
、
採
薪
挑
水
釣
漁
度
レ
日
。
然
而

　
孝
心
愈
深
、
祭
祀
匪
レ
解
。
「
日
、
偶
往
二
螺
草
浦
一
、
垂
釣
漁
魚
時
、
忽
有
二
神

　
女
一
（
名
稻
二
歌
張
一
）
、
駕
二
小
舟
｝
而
來
日
、
妾
、
求
レ
爲
二
君
妻
一
。
男
童
日
、

　
吾
、
幼
失
二
父
母
一
、
已
爲
二
孤
身
一
、
無
レ
所
二
依
告
一
。
何
想
レ
嬰
レ
妻
耶
。
神
女

　
日
、
妾
、
憐
二
君
孤
身
一
、
特
來
求
レ
配
。
男
童
固
群
。
神
女
強
請
頻
勧
。
男
童
、

　
無
二
言
可
レ
群
一
、
結
爲
二
夫
婦
一
、
倶
到
二
奮
宅
一
（
在
二
山
立
嵩
一
）
、
結
ー
二
構
茄
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舎
一
、
以
爲
二
栖
居
一
。
而
茄
舎
、
不
二
終
夜
一
而
成
。
神
女
有
二
一
布
袋
一
、
深

藏
－
二
掩
之
｝
、
不
レ
與
二
人
看
一
。
只
米
自
レ
袋
摸
出
、
炊
食
度
レ
日
。
不
レ
豊
、
光

陰
易
レ
過
、
日
月
疾
走
、
歴
二
乎
敷
年
一
、
生
－
二
得
一
女
一
。
名
叫
二
鷹
田
原
一
。

年
已
成
長
、
嫁
二
乎
他
人
一
。
印
神
女
、
與
レ
夫
共
、
荷
二
其
布
袋
一
、
往
－
二
到
螺

草
浦
一
、
師
化
二
巨
魚
一
、
入
二
子
海
中
一
　
。
其
女
子
、
多
生
二
孫
子
】
、
孫
子
繁

昌
。
已
到
二
白
髪
一
、
顔
色
不
レ
衰
。
至
二
其
病
故
一
、
葬
二
之
子
山
立
嶽
一
。
後
、

亦
開
レ
棺
視
レ
之
、
寛
無
二
屍
骨
一
。
故
人
崇
－
二
信
之
一
、
以
爲
二
神
嶽
一
。
而
往
－
二

來
海
洋
一
、
及
求
祈
者
、
必
到
二
干
此
一
、
而
祈
薦
焉
。

【
訓
読
】

一
昔
、
宮
古
山
友
利
村
の
平
屋
地
に
一
男
童
あ
り
。
賦
性
敏
慧
、
存
心
正
直
な
り
。

　
幼
時
、
倶
に
隻
親
を
喪
ひ
、
屋
盧
壌
敗
、
第
宅
荒
涼
と
し
て
、
身
依
る
所
な
く
、

　
或
は
岩
洞
の
中
に
住
し
、
或
は
樹
蔭
の
下
に
宿
す
。
常
に
村
民
の
爲
に
、
採
薪
挑

　
水
釣
漁
し
て
日
を
度
る
。
然
り
而
し
て
孝
心
愈
深
く
、
祭
祀
解
ら
ず
。
　
一
日
、
偶

　
≧
螺
草
浦
に
往
き
、
垂
釣
漁
魚
す
る
時
、
忽
ち
神
女
あ
り
（
名
を
歌
張
と
稻
す
）
。

　
小
舟
に
駕
し
て
來
り
て
曰
く
、
妾
、
君
の
妻
と
な
ら
ん
こ
と
を
求
む
と
。
男
童
曰

　
く
、
吾
、
幼
く
し
て
父
母
を
失
ひ
、
已
に
孤
身
と
爲
り
て
、
依
告
す
る
所
な
し
。

　
何
ぞ
妻
を
姿
る
を
想
は
ん
や
と
。
神
女
曰
く
、
妾
、
君
の
孤
身
を
憐
み
、
特
に
來

　
り
て
配
せ
ん
こ
と
を
求
む
と
。
男
童
固
畔
す
。
神
女
強
請
頻
勧
す
。
男
童
、
言
の

　
僻
す
べ
き
こ
と
な
く
、
結
び
て
夫
婦
と
爲
り
、
倶
に
蕾
宅
に
到
り
（
山
立
嵩
に
在

　
り
）
、
茄
舎
を
結
構
し
て
、
以
て
栖
居
と
す
。
而
し
て
茄
舎
は
、
終
夜
な
ら
ず
し

　
て
成
る
。
神
女
に
一
布
袋
あ
り
、
深
く
之
れ
を
藏
掩
し
、
人
に
看
せ
る
こ
と
を
與

　
へ
ず
。
只
米
を
袋
よ
り
摸
出
し
、
炊
食
し
て
日
を
度
る
。
畳
へ
ず
、
光
陰
過
ぎ
易

く
、
日
月
疾
走
し
、
数
年
を
歴
て
、
一
女
を
生
得
す
。
名
を
鷹
田
原
と
叫
ぶ
。
年

已
に
成
長
し
、
他
人
に
嫁
す
。
部
ち
神
女
、
夫
と
共
に
、
其
の
布
袋
を
荷
ひ
、
螺

草
浦
に
往
き
到
る
や
、
印
ち
巨
魚
と
化
し
て
、
海
中
に
入
る
。
其
の
女
子
、
多
く

孫
子
を
生
み
、
孫
子
繁
昌
す
。
已
に
白
髪
に
到
る
も
、
顔
色
衰
へ
ず
。
其
の
病
故

に
至
り
、
之
れ
を
山
立
嶽
に
葬
る
。
後
、
亦
棺
を
開
き
て
之
れ
を
視
る
に
、
寛
に

屍
骨
な
し
。
故
に
人
之
れ
を
崇
信
し
、
以
て
神
嶽
と
爲
す
。
而
し
て
海
洋
を
往
來

し
、
及
び
求
祈
す
る
者
は
、
必
ず
此
に
到
り
て
祈
疇
す
。

【
語
注
】

　
○
友
利
村
…
砂
川
村
の
東
南
に
位
置
し
、
北
は
西
里
添
村
、
南
部
は
海
に
臨
む
。

方
言
で
は
ト
ゥ
ム
ズ
。
砂
川
間
切
に
属
し
た
。
現
在
の
宮
古
島
市
城
辺
友
利
。
両
島

絵
図
帳
に
友
利
村
と
記
さ
れ
、
高
六
〇
八
万
石
余
。
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）

白
川
氏
恵
忠
が
友
利
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
、
嘉
慶
十
二
年
（
一
八
〇
七
）
頭
平

良
大
首
里
大
屋
子
職
に
白
川
氏
友
利
首
里
大
屋
子
恵
寛
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
村

は
首
里
大
屋
子
村
と
称
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
当
村
と
松
原
・
狩
俣
・
伊
良
部
・
多
良

間
の
五
ヶ
村
に
限
ら
れ
る
（
『
平
凡
社
地
名
辞
典
』
）
。
○
男
童
…
「
童
」
は
も
と
目

を
刃
物
で
突
い
て
見
え
な
く
な
っ
た
男
の
奴
隷
の
こ
と
を
い
う
が
、
「
童
男
」
と
と

っ
て
未
婚
の
男
性
の
意
か
。
0
賦
性
敏
慧
…
性
質
が
賢
い
。
「
敏
慧
」
は
さ
と
い
こ

と
。
賢
い
こ
と
。
○
存
心
正
直
…
「
存
心
」
は
心
根
の
意
。
○
屋
盧
…
す
ま
い
。
○

第
宅
…
テ
イ
タ
ク
。
屋
敷
の
こ
と
。
○
螺
草
…
ミ
ナ
コ
ザ
。
地
名
（
角
川
注
）
。
○

歌
張
…
ウ
タ
ハ
ル
。
神
女
名
。
（
角
川
注
）
。
○
強
請
頻
勧
…
「
強
請
」
は
強
い
て
請

う
。
「
頻
」
は
し
き
り
に
。
○
茄
舎
…
コ
卯
」
は
じ
ゅ
ん
さ
い
、
水
草
の
意
。
あ
る

い
は
茂
る
さ
ま
を
い
う
。
コ
卯
屋
」
は
か
や
ぶ
き
の
軒
、
コ
卯
盧
」
は
か
や
ぶ
き
の
い
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お
り
。
○
結
構
…
家
を
組
み
立
て
る
こ
と
。
○
終
夜
…
『
由
来
記
』
に
「
彼
女
、
天

女
の
変
化
ニ
テ
モ
ア
リ
ケ
ソ
、
一
夜
ノ
中
二
結
構
成
家
ヲ
作
リ
」
○
蔵
掩
…
「
蔵
」

も
「
掩
」
と
も
に
お
さ
め
る
意
。
○
摸
出
…
取
り
出
す
（
角
川
注
）
。
○
応
田
原
…

オ
タ
ハ
ル
。
人
名
。
○
化
巨
魚
…
『
由
来
記
』
で
は
「
夫
婦
共
ス
ジ
ト
云
大
魚
に
化

ス
」
○
病
故
…
病
気
で
死
ぬ
こ
と
。
○
山
立
嶽
…
ヤ
マ
ダ
チ
ム
ト
ゥ
。
友
利
集
落

内
、
集
落
セ
ン
タ
ー
の
北
方
約
百
メ
ー
ト
ル
の
畑
の
一
角
、
雑
木
林
中
に
あ
る
。
建

物
は
な
く
イ
ベ
に
は
石
の
香
炉
が
数
個
あ
る
（
『
平
凡
社
地
名
辞
典
』
）
。

【
補
説
】

　
『
由
来
記
』
巻
二
十
「
山
立
御
嶽
」
条
、
『
旧
記
』
巻
之
九
「
山
立
嶽
」
条
、
『
御

嶽
由
来
記
』
「
山
立
御
嶽
」
条
に
依
る
。
護
得
久
本
は
こ
の
項
を
欠
く
。

　
こ
の
話
は
山
立
御
嶽
の
由
来
潭
で
あ
る
。
幼
く
し
て
両
親
を
失
っ
た
男
は
心
根
が

よ
く
正
直
で
あ
っ
た
た
め
に
、
船
に
乗
っ
て
き
た
神
女
と
夫
婦
に
な
り
、
子
を
な
し

た
後
は
二
人
し
て
海
へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
。
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
は
嫁
い
で
多

く
の
子
を
産
み
、
白
髪
に
な
っ
て
も
若
々
し
か
っ
た
。
病
気
で
死
ん
だ
た
め
に
山
立

嶽
に
葬
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
棺
を
見
る
と
屍
な
く
、
ゆ
え
に
そ
の
墓
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
を
御
嶽
と
し
て
祀
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
話
の
プ
ロ
ッ
ト
は
す
べ
て
、
オ
タ
ハ
ル
が
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
必
然
性
を
語

っ
て
い
る
。
第
一
に
、
彼
女
自
身
が
そ
も
そ
も
異
界
出
身
の
母
か
ら
生
ま
れ
て
お

り
、
本
来
は
こ
の
世
界
の
住
人
で
は
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
葬
っ
た
は
ず
の
屍
が
棺

か
ら
消
失
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
白
髪
に
な
っ
て
も
若
々
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
オ
タ
ハ
ル
の
特
異
性
を
示
し
て
お
り
、
四
二
話
の
善
蝿
大
屋

子
や
一
〇
一
話
の
儀
来
婆
の
そ
れ
に
同
じ
と
考
え
れ
ば
、
屍
喪
失
と
い
う
事
象
か
ら

オ
タ
ハ
ル
も
異
界
へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
男
が
海
か
ら
訪
れ
た
神
女
と
結
ば
れ
る
そ
の
理
由
は
、
そ
の
心
根
の
正
直

で
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
遺
老
説
伝
』
が
常
に
描
こ
う
と
す
る
儒
教

思
想
で
あ
る
。
先
の
　
解
や
不
老
不
死
が
道
教
思
想
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
話
に

は
儒
教
、
道
教
、
ノ
ロ
祭
祀
の
三
つ
の
宗
教
が
混
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
神
女
が
袋
の
中
か
ら
米
を
取
り
出
す
く
だ
り
は
、
ン
ナ
フ
カ
の

瑠
璃
色
の
壷
を
彷
彿
と
さ
せ
、
ヤ
マ
ト
の
オ
オ
ゲ
ツ
ヒ
メ
や
ア
カ
ル
ヒ
メ
の
伝
承
を

想
起
さ
せ
る
。
異
界
か
ら
来
た
女
性
が
豊
富
な
食
料
を
も
た
ら
す
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト

の
根
底
に
は
、
冨
（
豊
穣
）
は
常
に
異
界
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
幻
想
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
『
遺
老
説
伝
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
竜
宮
諦
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い

て
竜
宮
を
訪
れ
る
の
は
男
性
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
竜
宮
世
界
そ

の
も
の
が
女
性
原
理
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
母
な
る
異
界
は

豊
饒
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
訪
れ
る
神
女
に
よ
っ
て
こ
の
世
界
に
幸
は
も
た

ら
さ
れ
る
。
幸
は
具
体
的
な
食
物
で
あ
っ
た
り
穀
物
の
種
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は

子
孫
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
は
あ
る
が
、
竜
宮
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
い
つ
も
幸

で
あ
り
、
反
対
に
竜
宮
へ
と
追
い
や
ら
れ
る
の
は
災
い
で
あ
る
。
決
し
て
竜
宮
か
ら

不
孝
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
そ
し
て
竜
宮
か
ら
訪
れ
た
異
界
の
女
性
は
、
こ
の
世
の
男
性
と
の
間
に
子
を
な
せ

ば
、
必
ず
や
竜
宮
へ
と
帰
っ
て
い
く
こ
と
も
こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ

は
ヤ
マ
ト
に
も
共
通
す
る
、
竜
宮
女
房
謳
の
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
自
分

た
ち
の
特
異
性
を
失
う
こ
と
な
く
、
竜
宮
の
住
人
で
あ
る
こ
と
を
や
め
な
い
。
従
っ

て
御
嶽
に
彼
女
た
ち
が
祀
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
祀
ら
れ
る
の
は
決
ま
っ
て
そ
の
子

孫
か
竜
宮
を
訪
れ
た
人
間
（
男
）
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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（
堂
野
前
　
彰
子
）

附
記

　
本
研
究
は
、
二
〇
〇
四
年
度
に
採
択
さ
れ
た
文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事

業
の
一
部
門
の
研
究
に
、
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
重
点
研
究
を
リ
ン
ク
さ
せ

て
、
大
学
院
の
演
習
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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